
12
2019  No.177

Taketa Public Relations

障がい者福祉施設「ハートピアきむれ」では、干し柿づくりが

最盛期を迎えています。

やわらかな太陽の光を浴び、輝く橙色のカーテン。今年も甘い

宝石ができそうです。

橙色の甘い輝き



市
長
表
彰
（
個
人
）

◆
社
会
民
生

川
合

　節
子
（
竹
田
・
殿
町
）

　
永
き
に
わ
た
り
母
子
保
健
推
進
員

と
し
て
、
母
子
保
健
の
向
上
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
方
自
治

阿
孫

　久
見
（
竹
田
・
鏡
）

　
永
き
に
わ
た
り
広
報
た
け
た
に

「
郷
土
の
植
物
」
を
寄
稿
し
、
市
に

自
生
す
る
植
物
の
生
態
を
広
く
市
民

功績を称えて

県・教育功労者表彰

令和元年度

竹田市功労者表彰

個人１名、３団体が受賞

↑（前列左から）有限会社エム・ナインの後藤美津子さん、平尾胖さん、藤田利武さん、阿
孫久見さん、平井英昭さん、竹田市愛育保健推進員会の井上登志子代表、辻孝さん、加
藤誠さん、大分県立久住高原農業高等学校の池田成浩生徒会長

　（後列左から）有限会社エム・ナインの高橋みや子さん、阿部雅彦さん、渡邊克己さん、
佐田啓二市議会議長、首藤勝次市長、土居昌弘県議会副議長、野田良輔副市長、吉野英
勝教育長

→
社会教育の分野で教育
功労者表彰を受賞した
菅生小学校の「菅生文
化財愛護少年団」

　本市では、市政の推進やさまざまな分野で功労のあった個人及び

団体に毎年表彰を行っています。

　11月３日に、竹田市総合文化ホール＜グランツたけた＞で行われ

た「令和元年度竹田市功労者表彰式」では、個人８名と３団体に表

彰状が、また個人２名に感謝状が贈られました。（敬称略）

に
知
ら
し
め
、
自
然
環
境
の
保
全
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

阿
部

　雅
彦
（
竹
田
・
西
）

　
永
き
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と
し

て
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

渡
邊

　克
己
（
竹
田
・
倉
木
上
）

　
永
き
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と
し

て
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

市
長
表
彰
（
団
体
）

◆
社
会
民
生

竹
田
市
愛
育
保
健
推
進
員
会
（
井
上

登
志
子
代
表
）

　
永
き
に
わ
た
り
高
齢
者
の
見
守
り

活
動
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
健
康
増

進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
慈

　善

大
分
県
立
久
住
高
原
農
業
高
等
学
校

（
小
俣
秀
之
校
長
）

　
永
き
に
わ
た
り
入
山
公
廟
、
大
船

山
と
黒
岳
で
登
山
道
の
清
掃
を
行

い
、
環
境
保
全
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
産
業
振
興

有
限
会
社
エ
ム
・
ナ
イ
ン
（
菅
芙
美

子
代
表
取
締
役
）

　
地
元
の
特
産
品
で
あ
る
ト
マ
ト
を

有
効
活
用
し
て
、
新
た
な
加
工
品
を

創
出
し
地
域
の
生
産
農
家
の
所
得
向

上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
表
彰
（
個
人
）

◆
教
育
振
興

加
藤

　
　誠
（
久
住
・
栢
木
）

　
永
き
に
わ
た
り
青
少
年
の
健
全
育

成
と
と
も
に
、
教
育
委
員
と
し
て
教

育
行
政
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
尾

　
　胖
（
竹
田
・
天
神
）

　
永
き
に
わ
た
り
文
化
財
保
護
調
査

委
員
と
し
て
、
文
化
財
保
護
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

藤
田

　利
武
（
直
入
・
藤
目
）

　
永
き
に
わ
た
り
文
化
財
保
護
調
査

委
員
と
し
て
、
文
化
財
保
護
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

◆
芸
術
文
化
振
興

阿
部

　容
子
（
大
分
市
）

　
永
き
に
わ
た
り
瀧
廉
太
郎
記
念
全

日
本
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の

審
査
及
び
運
営
に
携
わ
り
、
声
楽
家

の
育
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
感
謝
状

◆
寄

　附

辻

　
　
　孝
（
福
岡
市
）

　
土
地
・
建
物
を
寄
附
さ
れ
、
本
市

の
城
下
町
再
生
構
想
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

平
井

　英
昭
（
北
九
州
市
）

　
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
、
久
住
地
域

の
振
興
並
び
に
久
住
高
原
農
業
高
等

学
校
の
教
育
環
境
整
備
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

　地域振興や福祉、教育などの分野で功績のあった個人・

団体を表彰する県・教育功労者表彰で、県及び県教育委員

会から本市の次の個人・団体が表彰されました。（敬称略）

  商工観光労働   特定非営利活動法人里山保全竹活用百人会

　　　　　　　（井上隆理事長）

  農林水産   有限会社エム・ナイン（菅芙美子代表取締役）、

　　　　    原眞治（農業（トマト））

  社会教育   菅生文化財愛護少年団（佐藤美鈴団長）

か
わ

い

せ
つ

こ

あ

そ
ん

ひ
さ

み

あ

べ

ま
さ
ひ
こ

か

と
う

ま
こ
と

ひ
ら

お

ゆ
た
か

わ
た
な
べ

か
つ

み

ふ
じ

た

と
し
た
け

あ

べ

よ
う

こ

ひ
ら

い

ひ
で
あ
き

つ
じ

た
か
し
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12月号
今月の目次　Lineup今月の目次　Lineup 受

章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋
の
叙
勲

　第80回県畜産共進会が開催され、𠮷野純子さん（直入）
出品の「かつじの２」が特別賞（部位賞）に輝くなど、次の
出品者が最優秀賞を受賞しました。（敬称略）
 乳用牛の部（10月10日・大分市みどりの王国）
第４部　「ハミング レジエンド コールマン」㈲はみんぐ・まむ
 肉用牛の部（10月26日・別府公園）
第１区　「まつば」志賀鶴美（久住）、「ゆりみ」清水蔵人（久住）
第３区　「かつじの２」𠮷野純子（直入）、「みつてる」後藤克寿（荻）
第４区　「ひかる318」内田哲郎（久住）、「はつみ30」内田俊三（竹田）
第５区　「ひらふく」畑山貴子（久住）

　令和元年度の税に関する表彰で２校・14名が賞を
受賞されました。（敬称略）

 租税教育推進校等表彰
熊本国税局長表彰　豊岡小学校▼竹田税務署長表彰　荻小学校
 納税表彰
竹田税務署長納税表彰　橋爪雅幸（公益社団法人竹田法人会青年部会部会長）
 中学生の「税についての作文」
南九州地区納税貯蓄組合連合会優秀賞　姫野桜子（直入中１年）▼竹田税務署長
賞　新平野乃香（直入中１年）、川原萌依（緑ヶ丘中３年）▼竹田納税貯蓄組合連合
会会長賞　佐藤緋南（久住中３年）▼同優秀賞　松岡心結（竹田中３年）▼竹田市
租税教育推進協議会会長賞　豊田赤兎（竹田南部中３年）▼竹田税務協力団体長連
絡会会長賞　藤田彩乃（緑ヶ丘中３年）
「税に関する高校生の作文」
竹田税務署長賞　後藤千夏（竹田高２年）、野林莉花（同２年）▼竹田市租税教育推進
協議会会長賞　花篭拓海（久住高原農業高３年）、金丸志歩（同３年）▼竹田税務協力
団体長連絡会会長賞　佐藤真莉（久住高原農業高３年）、市川はな（竹田南高１年）

人口のうごき

※令和元年11月１日現在の住民基本台帳による

　　　　　　　　　 （ 前 月 比 ）

人　口　21,463  人 　（－ 39 人 ）

男　性　10,055  人 　（－ 17 人 ）

女　性　11,408  人 　（－ 22 人 ）

世帯数　10,204 世帯 （－ 10 世帯）

功績を称えて

秋の叙勲 受章おめでとうございます ほか

“努力を超えて夢中になれるもの” ほか

竹田阿蘇道路 本格的に測量着手 ほか

日本でも稀有なホールを目指して ほか

竹田市の財政状況をお知らせします

市民課からのお知らせ

12月３日から９日は「障がい者週間」

です／人権シリーズぬくもり ほか

グランツたけた情報

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

きれいになった弓道場で腕を競う／婚活

コラム／ふるさと求人情報

休日・夜間の在宅当番医院／えがおの子

育て小児科

わたしたちが見守っています ほか

学び舎／まるごと博物館

図書館に行こう！

市長コラム「有由有縁」

20年目の竹楽に11万９千人 ほか

郷土の植物／すくすく１歳／誕生おめで

とう ほか

Machiデザイン情報誌
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別冊

■題　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

■今月の表紙

　ハートピアきむれ（市内飛田川）では、４年前か

ら収穫作業ができなくなった農家から柿を提供して

もらい、干し柿づくりを行っています。

　今年の目標は600個。利用者31人が皮をむいた柿

をヒモで結んで湯通しし、天日干しにする作業を進

めています。３週間ほどで食べ頃になった干し柿

は、同施設や道の駅竹田で１個50～80円で販売。収

益は利用者の作業賃に充てるそうです。

県畜産共進会、入賞続々

税に関する表彰

　
平
成
７
年
か
ら
６
期
約
22
年
に
わ

た
り
久
住
町
議
会
議
員
、
竹
田
市
議

会
議
員
と
し
て
市
政
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　
合
併
後
の
平
成
17
年
か
ら
４
年
間

は
市
議
会
副
議
長
と
し
て
、
そ
の
的

確
な
判
断
と
行
動
力
に
よ
り
、
地
方

自
治
の
発
展
と
健
全
な
議
会
運
営
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
60
年
に
わ
た
り
椎
茸
栽
培
に
従
事

し
、
明
る
い
ホ
ダ
場
づ
く
り
や
散
水

技
術
の
導
入
な
ど
、
独
自
の
栽
培
方

法
を
確
立
。
全
国
の
品
評
会
で
は
農

林
水
産
大
臣
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
輝

か
し
い
受
賞
歴
を
持
た
れ
て
い
ま

す
。
安
全
安
心
な
椎
茸
生
産
の
た

め
、Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
認
定
を
取
得
。

視
察
や
研
修
を
受
け
入
れ
、
後
継
者

の
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

足達　寛康さん

（70歳・中通）

○
旭
日
双
光
章

加藤　至誠さん

（82歳・栢木）

○
旭
日
単
光
章

　
20
年
に
わ
た
り
、
自
治
会
長
と
し

て
住
民
自
治
組
織
の
発
展
、
武
家
屋

敷
通
り
や
稲
葉
川
の
環
境
保
全
活
動

に
尽
力
さ
れ
、
市
自
治
会
連
合
会
会

長
、
県
自
治
会
連
合
会
理
事
、
同
副

会
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
立
学
校
教
員
と
し
て
38

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
学
校
教
育
の

充
実
、
生
徒
の
健
全
育
成
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

早川　　和さん

（81歳・殿町）

○
瑞
宝
双
光
章

↑𠮷野純子さん出品の「か
つじの２」

↑干し柿づくりを行っている利用者の皆さん

あ だち ひろ やす

か とう し せい

はや かわ たかし
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“努力を超えて夢中になれるもの” ほか

　
前
田
さ
ん
が
率
い
る
『
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
』
と
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

や
ア
イ
ド
ル
、
お
笑
い
芸
人
な
ど
の

配
信
を
無
料
で
視
聴
・
応
援
で
き
、

誰
で
も
配
信
者
に
な
れ
る
仮
想
ラ

イ
ブ
空
間
の
こ
と
。
前
田
さ
ん
は
Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
事
業
だ
け
で
な

く
、
小
学
生
の
頃
に
両
親
を
亡
く

し
、
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
で
生
計
を

立
て
た
経
験
か
ら
身
に
つ
け
た
人

生
観
や
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
に
も

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
若
手
起
業

家
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
道
の

り
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
え
て
き
た
メ

モ
の
哲
学
を
ま
と
め
た
『
メ
モ
の
魔

力
』
は
40
万
部
を
超
え
る
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
場
は
竹
田
高
校
の
生
徒
や
学

校
関
係
者
の
他
、
遠
く
は
東
京
か

ら
も
駆
け
付
け
た
一
般
来
場
者
ら

約
６
０
０
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま

し
た
。

　
前
田
さ
ん
は
本
で
は
明
か
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
高
校
時
代
の
話
を

中
心
に
、
進
路
選
択
の
こ
と
、
目
標

と
現
在
地
点
の
差
分
を
埋
め
る
学

習
法
、
努
力
を
超
え
て
夢
中
に
な

れ
る
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
の
尊
さ

を
生
の
声
で
伝
え
ま
し
た
。

　
講
演
を
聞
い
た
高
校
生
か
ら

は
、
暗
記
方
法
や
原
動
力
を
持
続

さ
せ
る
た
め
の
方
法
な
ど
の
質
問

が
あ
が
り
、
前
田
さ
ん
の
言
葉
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
、
メ
モ
を
取
る
姿
が

印
象
的
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
竹
田
高
校
３
年
の
臼
井
理
悦
さ

ん
は
、「
２
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
去
っ
た
。
人
生
論
と
い
う
大

き
な
話
か
ら
暗
記
の
仕
方
と
い
う

細
部
に
至
る
ま
で
多
く
の
話
を
聞

き
、
特
に
講
演
の
終
盤
に
強
調
さ
れ

て
い
た
『w

ill,can
,m

u
st

の
３
段
階

で
物
事
は
実
現
す
る
』
と
い
う
言
葉

は
、
こ
れ
か
ら
大
学
入
試
に
挑
戦
す

る
自
分
に
と
っ
て
と
て
も
勇
気
づ
け

ら
れ
た
。“m

u
st”

に
耐
え
得
る
だ

け
の

“w
ill”

を
形
作
り
、
受
験
に

も
、
そ
の
後
の
人
生
に
お
け
る
課
題

に
も
夢
中
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
感
想
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

↑前田さんの言葉を記憶に留めようとメモを取る高校生

↑食事１食分の栄養バランスの

チェックを受ける来場者

“努力を超えて夢中になれるもの”

楽
し
く
健
康
づ
く
り
・

福
祉
体
験

地域福祉の向上に尽力

SHOWROOM社長

『メモの魔力』の著者

　11月６日、グランツたけたで川端康成記念講演会が開

催されました。

　この講演会は、文豪・川端康成が昭和27年に竹田高等

学校講堂で講演したことを記念して始まり、今年で11回

目となります。今回は「未来を切り拓くメモの魔力」と

題し、SHOWROOM株式会社代表取締役社長で『メモの

魔力』著者の前田裕二さんを講師に迎え、トーク形式の

講演会が行われました。

前田裕二さんが来竹

　「
た
す
け
愛 

さ
さ
え
愛 

健
康
な
ま

ち 

竹
田
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
１
回
竹

田
市
福
祉
健
康
フ
ェ
ス
タ
が
11
月
10

日
、
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
と
市
体
育
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
で

き
る
「
楽
し
く
健
康
づ
く
り
広
場
」

や
、
地
元
野
菜
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

の
試
食
が
で
き
る
「
食
の
味
わ
い
広

場
」
な
ど
５
か
所
の
ブ
ー
ス
が
設
置

さ
れ
、
来
場
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

た
け
た
健
幸
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
、

参
加
者
40
人
が
赤
や
黄
色
に
色
づ

く
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
往
復
５
キ

ロ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
福
祉
や
健
康
の
分
野

で
功
労
の
あ
っ
た
個
人
１
０
２
名
と

２
団
体
の
表
彰
、
市
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
な
ど
４
団
体
に
よ
る

活
動
報
告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　10月25日、第14回大分県地域福祉推進大会がビーコ
ンプラザ（別府市）で開催され、本市の個人34名・２
団体が表彰されました。（敬称略）
〇県知事表彰
社会福祉施設等職員　甲斐いづみ、須藤武、衞藤睦、
戸次多美子、野仲敏子、吉岡敦、橋爪惠子、工藤多美
子、足立壽美、宮本裕美、吉良美智子、羽田孝子、和
田由美子、堀志郎
〇県知事賞
明るい高年賞　阿孫久見▼高齢者介護賞　藤田睦子▼
老人クラブ指導者功労賞　足立孝夫
〇県知事感謝状
民生委員・児童委員　中江貫一、後藤健治、吉野俊一、
阿南哲也、吉野秀俊、佐田繁子、丸山勝利、阿南有
三、吉村博
〇県社会福祉協議会会長表彰
社会福祉事業関係功労（社会福祉施設職員）　若林孝、大
嶋光義▼善意銀行　公益財団法人老人はげみの里見会
〇県共同募金会会長感謝状
篤志寄付者・団体　スナック一家（渡部法子）、西宮浩子
〇県老人クラブ連合会会長表彰
老人クラブ功労者　菅清春、首藤玉男、田北良一、後
藤信市▼優良老人クラブ　久住白丹松葉会中部クラブ

う
す  

い  

ま
さ
よ
し

まえ　だ　ゆう   じ
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竹田阿蘇道路 本格的に測量着手 ほか

竹
田
阿
蘇
道
路  

本
格
的
に
測
量
着
手

笑顔の花づくり50年

　
新
規
事
業
化
が
決
ま
っ
た
中
九
州

横
断
道
路
「
竹
田
阿
蘇
道
路
」
の
道

路
整
備
の
基
準
と
な
る
測
量
作
業
の

着
手
に
あ
た
り
、
11
月
17
日
、
荻
福

祉
健
康
エ
リ
ア
で
中
心
杭
打
ち
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
国
や
大
分
・
熊
本
両
県
、

竹
田
市
や
阿
蘇
市
の
関
係
者
な
ど
約

２
０
０
人
が
出
席
。
国
土
交
通
省
九

州
地
方
整
備
局
の
村
山
一
弥
局
長
は

「
現
地
測
量
後
、
で
き
る
だ
け
早
く

用
地
買
収
に
着
手
で
き
る
よ
う
努
め

　
久
住
花
卉
部
会
（
田
北
久
己
部
会

長
・
戸
数
24
戸
）
が
設
立
か
ら
50
周

年
を
迎
え
、
11
月
15
日
、
国
民
宿
舎

久
住
高
原
荘
で
記
念
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
同
部
会
の
結
成
は
昭
和
45
年
に
始

加
来
く
ん
が

全
国
大
会
に

「ありがとう」を伝えたい

28年ぶりに襷繋ぐ

　
南
部
ア
ル
プ
ス
少
年
野
球
団
の

加
来
航
志
郎
く
ん
（
南
部
小
６
年
）

が
12
月
27
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
Ｎ

Ｐ
Ｂ
12
球
団
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
２
０
１
９
」
に
出
場
し
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
プ
ロ
野
球
12
球
団

が
小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
ジ
ュ

ニ
ア
チ
ー
ム
（
各
16
人
）
を
編
成
し

行
わ
れ
る
大
会
で
、
加
来
く
ん
は
福

岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
選
考

会
で
見
事
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　読売新聞社主催「第69回全国小・中

学校作文コンクール」の中学校の部で、

山村桃子さん（緑ヶ丘中１年）の作品「最

期の教え」が県審査で最優秀賞に輝き

ました。

　山村さんは、脳梗塞で倒れ、意識が

戻らぬまま亡くなったひいばあちゃん

に、感謝の気持ちを伝えられなかったこ

とを悔やみ、「ありがとう」の言葉は伝

えたいときに伝えることが大切だと、ひ

いばあちゃんの『最期の教え』として学

んだことを綴っています。

　「最優秀賞と聞

いたときはビッ

クリし た」と 話

す山村さん。「こ

れからも自分の

気持ちが伝わる

文章を書いてい

きた い」と話し

ました。

　
県
立
久
住
高
原
農
業
高
等
学
校

（
小
俣
秀
之
校
長
）
の
駅
伝
チ
ー
ム

が
28
年
ぶ
り
に
復
活
し
、
11
月
３
日

に
宇
佐
市
で
開
か
れ
た
県
高
等
学
校

駅
伝
競
走
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
週
５
日
の
走
り
込
み
を
行
い
臨
ん

だ
大
会
で
は
、
３
時
間
を
切
る
と
い

う
チ
ー
ム
の
目
標
タ
イ
ム
を
ク
リ

ア
。
１
区
10
キ
ロ
を
走
っ
た
志
賀
杏

唯
斗
さ
ん
（
１
年
）
は
「
来
年
は
10

位
以
内
を
目
指
し
、
練
習
に
励
み
た

い
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

茨
木
の
名
所
が
か
る
た
に

　
本
市
と
歴
史
文
化
姉
妹
都
市
を

結
ぶ
大
阪
府
茨
木
市
の
東
實
文
男
さ

ん
か
ら
「
〝
わ
が
ま
ち
茨
木
〞
郷
土
か

る
た
」
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
あ
」
か
ら
「
わ
」
の
44
枚
の
読

み
札
と
取
り
札
に
茨
木
市
の
名
所
が

描
か
れ
た
か
る
た
。
市
内
の
小
中
学

校
と
図
書
館
に
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

る
」
と
式
辞
。
関
係
者
14
人
と
、
荻

小
学
校
・
阿
蘇
市
立
波
野
小
学
校
の

１
年
生
26
人
が
道
路
計
画
線
の
中
心

に
打
つ
「
中
心
杭
」
を
打
ち
込
み
ま

し
た
。

　
竹
田
阿
蘇
道
路
は
竹
田
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
荻
町
を
経
由
し
、
阿

蘇
市
波
野
を
つ
な
ぐ
全
長
22
・
５
キ

ロ
の
道
路
で
、
途
中
に
竹
田
久
住
、

竹
田
西
、
荻
（
い
ず
れ
も
仮
称
）
の

３
か
所
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
設

け
ま
す
。
今
年
度
、
１
億
９
８
０
０

↑設立から50周年を迎えた久住花卉部会

↑東實さんから寄贈いただいた

「“わがまち茨木”郷土かるた」

↑久住高原農業高校駅伝チームの皆さん

↑中心杭を打つ国や県、沿線自治体の関係者や、荻

小学校と波野小学校の児童ら

ま
っ
た
減
反
政
策
の
折
、
転
作
で
き

る
作
物
を
模
索
す
る
な
か
で
、
久
住

の
冷
涼
な
気
候
に
適
し
た
リ
ン
ド
ウ

栽
培
を
生
産
者
数
名
で
始
め
た
こ
と

が
き
っ
か
け
。
さ
ま
ざ
ま
な
花
の
生

産
、
栽
培
方
法
を
試
行
錯
誤
し
、
平

成
９
年
に
は
出
荷
額
２
億
円
を
達

成
。
特
に
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
に
つ

い
て
は
、
生
産
量
・
生
産
額
と
も
に

西
日
本
一
と
な
り
、
平
成
22
年
に
は

大
分
県
農
業
賞
「
最
優
秀
賞
」
の
栄

誉
に
輝
い
て
い
ま
す
。

　
田
北
部
会
長
は
「
先
代
か
ら
受
け

継
い
だ
生
産
技
術
や
人
脈
を
大
切
に

し
、
皆
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
な

『
笑
顔
の
花
』
づ
く
り
に
邁
進
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

↑最優秀賞を受賞した山村桃

子さん

↑「チームに貢献して優勝できる

よう頑張りたい」と加来くん

万
円
の
事
業
費
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
今
後
本
格
的
な
調
査
や
設
計
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

と
う
じ
つ

こ
う  

し  

ろ
う

あ

い
　
と

たすき
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日
本
で
も
稀
有
な
ホ
ー
ル
を
目
指
し
て

対
談

　「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
考
え
る

副
田
さ
ん
　
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
が

来
館
者
10
万
人
を
達
成
し
た
ん
で

す
ね
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

館
長
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

11
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
福
祉
健

康
フ
ェ
ス
タ
に
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
来
て
い
た
だ
き
、
そ
の
と
き
に

　
水
害
か
ら
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
立
ち
上
が
っ
た
、
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け

た
」。
昨
年
10

月
７
日
に
開
館
し
て
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
き
ら
め
き
、
輝
き
続
け
る
施
設
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
名
付
け
ら
れ
た
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」
は
、
ミ
ッ

シ
ャ
・
マ
イ
ス
キ
ー
の
チ
ェ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
、
ダ
ン
・
タ
イ
・
ソ
ン
の
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
な
ど
、
世
界
で

も
著
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ス
テ
ー
ジ
を
肌
で
感
じ
る
場
所
と
し
て
、
ま
た
竹
田
市
文
化
連
盟
秋
季
芸
能
祭

や
竹
田
混
声
合
唱
団
の
演
奏
会
な
ど
、
市
民
の
文
化
活
動
を
発
信
す
る
場
所
と
し
て
、
市
内
外
、
県
外
や
海

外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
文
化
の
殿
堂
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
歩
み
を
始
め
た
「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」
は
今
、
文
化
振
興
財

団
（
仮
称
）
の
設
立
と
同
財
団
に
よ
る
管
理
運
営
に
向
け
た
議
論
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
の
山
蔭
政
伸
館
長
と
、
今
年
結
成
25

周
年
を
迎
え
た
コ
ー
ル
竹

田
・
メ
リ
ー
ズ
の
副
田
公
子
代
表
の
対
談
を
お
伝
え
し
ま
す
。

日本でも稀有なホールを目指して

10
万
人
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ー
ル
竹

田
・
メ
リ
ー
ズ
さ
ん
も
、
よ
く
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
ね
。

副
田
さ
ん
　
５
月
の
結
成
25
周
年
の

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
も
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

館
長
　
私
も
拝
見
し
ま
し
た
。
ブ

ル
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
さ
ん
と
一
緒
に

演
奏
さ
れ
て
、
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト

で
し
た
よ
。

副
田
さ
ん
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
グ
ラ
ン
ツ
は
音
も
よ
い
し
、
と

て
も
使
い
や
す
い
施
設
で
す
。

館
長
　
音
響
は
最
高
に
よ
い
で
す
。

マ
イ
ス
キ
ー
さ
ん
が
ア
ン
コ
ー
ル
を

６
曲
も
演
奏
し
ま
し
た
が
、
い
つ
も

は
こ
ん
な
に
し
ま
せ
ん
。
理
由
を
聞

き
ま
し
た
ら
、「
響
き
が
よ
く
て
、

観
客
と
一
緒
に
楽
し
ん
だ
」
と
笑
っ

て
い
ま
し
た
。「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た

は
い
い
よ
」
と
い
う
高
い
評
価
を
、

出
演
者
を
通
じ
て
音
楽
評
論
家
か
ら

も
得
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
加
え

て
、
楽
屋
も
ス
テ
ー
ジ
の
す
ぐ
近
く

に
あ
る
の
で
短
い
導
線
で
済
む
。
効

率
が
い
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
。

副
田
さ
ん
　
す
べ
て
が
ギ
ュ
ッ
と
ひ

と
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
感
じ
で
す

ね
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
あ
わ
せ
て
芝
生

広
場
で
マ
ル
シ
ェ
を
開
い
た
り
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
す

る
講
座
や
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
も
無

料
で
行
っ
て
い
て
、
気
軽
に
立
ち
寄

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
私
た
ち
利
用
者
も
そ
う
で
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
関
心
を
持
っ
て
い

る
の
が
、
グ
ラ
ン
ツ
の
財
団
化
と
指

定
管
理
の
話
で
す
。

館
長
　
９
月
議
会
で
、
グ
ラ
ン
ツ
の

運
営
を
市
が
新
設
す
る
財
団
法
人

に
委
ね
た
い
、
と
の
方
針
を
伝
え
ま

し
た
。

　
も
と
も
と
市
民
と
一
緒
に
策
定
し

た
管
理
運
営
計
画
の
中
で
、「
市
直

営
で
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
将
来
的
に

は
経
験
値
を
高
め
た
市
民
ス
タ
ッ
フ

等
が
、
自
ら
施
設
を
管
理
運
営
で
き

る
運
営
形
態
を
模
索
す
る
」
と
あ
り

ま
す
。
１
年
が
経
ち
、
グ
ラ
ン
ツ
の

維
持
管
理
が
把
握
で
き
ま
し
た
し
、

自
主
事
業
も
実
施
で
き
て
い
ま
す
。

　
今
だ
か
ら
こ
そ
、
将
来
に
わ
た
っ

て
管
理
運
営
を
委
ね
ら
れ
る
組
織
に

指
定
管
理
を
受
け
て
も
ら
う
の
が
最

善
だ
と
思
い
ま
し
た
。

副
田
さ
ん
　
い
つ
か
ら
指
定
管
理
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

館
長
　
来
年
４
月
に
一
般
財
団
法
人

の
設
置
と
指
定
管
理
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
令
和
３
年
４
月
を

目
途
に
公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
を

目
指
し
ま
す
。

副
田
さ
ん
　
財
団
設
立
の
メ
リ
ッ
ト

は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
？

館
長
　
大
き
く
４
つ
あ
り
ま
す
。
一

つ
目
は
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
企

画
運
営
が
で
き
る
こ
と
で
す
。
大
き

な
コ
ン
サ
ー
ト
は
２
年
前
、
３
年
前

に
公
演
予
定
が
決
ま
り
ま
す
。
財
団

で
は
長
期
的
な
事
業
の
実
施
が
可
能

に
な
り
、
よ
り
柔
軟
で
魅
力
的
な
企

画
の
立
案
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
す

で
に
グ
ラ
ン
ツ
開
館
５
周
年
事
業
も

検
討
し
て
い
ま
す
。

副
田
さ
ん
　
ぜ
ひ
そ
の
と
き
は
、

山蔭 政伸
　平成25年に大分県庁を

退職後、公益財団法人大

分県芸術文化スポーツ振

興 財 団 の 管 理 運 営 本 部

長・iichiko総 合 文 化 セン

ター副館長・大分国際交

流プラザ所長、公益財団

法人アルゲリッチ芸術振

興財団事務局長を歴任。

本年５月、グランツたけた

館長に就任。大分市出身。

65歳。趣味は写真とマラ

ソン、絵画・音楽鑑賞。

竹田市総合文化ホール

山蔭 政伸 館長
やま  かげ    まさ  のぶ
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オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
オ
ペ
ラ
に
も
来
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

館
長
　
二
つ
目
は
財
団
の
目
的
に
賛

同
す
る
市
民
や
団
体
、
企
業
な
ど
か

ら
支
援
が
得
ら
れ
や
す
く
な
る
こ
と

で
す
。
公
益
財
団
法
人
に
な
り
ま
す

と
、
寄
附
金
に
対
し
て
税
の
優
遇
措

置
が
受
け
ら
れ
ま
す
し
、
財
政
基
盤

の
強
化
に
も
つ
な
が
り
、
魅
力
的
な

事
業
が
増
え
ま
す
。

副
田
さ
ん
　
グ
ラ
ン
ツ
を
応
援
し
た

い
、
と
思
っ
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん

い
る
と
思
い
ま
す
よ
。
財
団
に
移
行

し
た
場
合
、
ス
タ
ッ
フ
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
か
？

館
長
　
基
本
的
に
は
、
今
の
ス
タ
ッ

フ
が
そ
の
ま
ま
移
り
ま
す
。
企
画
制

作
や
施
設
管
理
の
ス
タ
ッ
フ
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
メ
ン
バ
ー
で
す

が
、
３
年
間
し
か
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

専
門
的
な
知
識
や
経
験
、
市
民
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
た
ス
タ
ッ
フ

は
財
団
が
受
け
皿
に
な
り
ま
す
。「
人

は
宝
」
で
す
。
人
材
育
成
こ
そ
が
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
つ
な
が
る

の
で
す
。
こ
れ
が
三
つ
目
。

副
田
さ
ん
　
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が

残
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は
嬉
し
い
で

す
ね
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
何
度
も
打

ち
合
わ
せ
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
し
、
と
て
も
親
し
み
が

湧
い
て
い
ま
す
。

館
長
　
グ
ラ
ン
ツ
に
は
運
営
を
支

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
28
名
い
ま

す
。
年
配
の
方
か
ら
竹
田
高
校
の
生

徒
さ
ん
ま
で
。
チ
ケ
ッ
ト
の
も
ぎ
り

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
の
業

務
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
企
画
に
も
参
画
し
て
ほ
し

い
し
、「
友
の
会
」
の
組
織
も
立
ち

上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
は
、
貸
館
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
こ
と
で
す
。
チ
ケ
ッ
ト
を
売
る

の
は
ど
こ
も
大
変
で
す
。
グ
ラ
ン
ツ

で
は
チ
ケ
ッ
ト
の
取
り
扱
い
も
可
能

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
稼
働
率

が
向
上
し
、
使
用
料
金
の
増
収
に
つ

な
が
り
ま
す
。

副
田
さ
ん
　
施
設
の
使
用
料
金
は
高

く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

館
長
　
条
例
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
の
ま
ま
で
す
。

副
田
さ
ん
　
よ
か
っ
た
！
安
心
し
ま

し
た
。
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
が
開
館
し

て
、
竹
田
の
ブ
ラ
ン
ド
力
、
独
自

性
っ
て
今
後
特
に
必
要
だ
と
思
う
ん

で
す
。
県
内
に
も
い
ろ
ん
な
ホ
ー
ル

が
あ
る
か
ら
。
瀧
廉
太
郎
先
生
を
顕

彰
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
地
域
に

根
差
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
竹

田
ら
し
さ
を
継
続
し
て
発
信
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
し
ょ
う
。

館
長
　
竹
田
市
は
「
音
楽
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
来

春
オ
ー
プ
ン
す
る
歴
史
文
化
館
「
由

学
館
」
や
城
下
町
交
流
プ
ラ
ザ
で
も

共
同
で
事
業
を
し
た
い
し
、
保
育
園

や
幼
稚
園
、
小
中
学
校
や
高
校
、
福

祉
施
設
に
も
音
楽
を
届
け
た
い
で

す
。
産
業
連
携
で
は
、
市
内
の
宿
泊

施
設
と
組
ん
で
、
宿
泊
券
付
き
チ

ケ
ッ
ト
を
出
す
。
観
光
施
設
や
飲
食

店
と
の
連
携
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ

も
販
売
し
た
い
。
県
境
を
越
え
た
連

携
・
交
流
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。
声

楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
実
行
委
員
を
は

じ
め
、
出
場
す
る
高
校
生
た
ち
を
市

民
が
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
と
一
体
に
な
っ
た
グ
ラ
ン
ツ

た
け
た
が
日
本
の
竹
田
、
世
界
の
中

の
竹
田
に
ふ
さ
わ
し
い
、
日
本
で
も

稀
有
な
輝
く
ホ
ー
ル
に
し
た
い
で
す
。

副
田
さ
ん
　
夢
が
広
が
り
ま
す
ね
。

館
長
　
は
い
。
財
団
設
立
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
市
民
の
ご
意
見
を
お
伺

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
副
田
さ
ん
、
本
日
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

副
田
さ
ん
　
館
長
の
お
話
を
他
の
団

員
に
も
話
し
て
み
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来館者10万人を突破グランツたけた

↑来館者10万人を記念してくす玉を割る

小林義幸さん、吐合亜優さんと悠泰くん

　
11
月
10
日
、
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
の
来
館
者
が
10
万
人
を
突
破
し
、
記

念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
10
万
人
目
の
来
館
者
は
小
林
義
幸
さ
ん
（
69
歳
・
上
角
東
）、
次
女

の
吐
合
亜
優
さ
ん
（
34
歳
・
三
重
町
）
と
悠
泰
く
ん
（
１
歳
）。
首
藤
市

長
か
ら
認
定
証
と
記
念
品
の
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
ら
３
人
は
、
隣
接
す
る
児
童
公
園
「
竹
の
子
ひ
ろ
ば
」
に

遊
び
に
来
て
足
を
延
ば
し
た
そ
う
で
、「
グ
ラ
ン
ツ
に
は
コ
ロ
ッ
ケ
の
コ

ン
サ
ー
ト
や
芸
能
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
訪
れ
て
い
ま
す
。
木
が
ふ
ん

だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
て
温
か
み
が
あ
り
、
ホ
ー
ル
も
広
く
て
音
の
響
き

が
す
ば
ら
し
い
。
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
開
催
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
を
調
べ
て
来
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

副田 公子さん

　平成６年に、竹田小学

校ＰＴＡのお母さんたち

で「コール竹田・メリー

ズ」を結成。副田さんは

創 立 時 か ら 代 表 を 務 め

る。25人 の 会 員 を ま と

め、今年の５月には結成

25周年記念コンサートを

開催。瀧廉太郎記念全日

本高等学校声楽コンクー

ル実行委員。市内田町。

69歳。

コール竹田・メリーズ

副田 公子 代表
そえ   だ　  きみ    こ

よ
し
ゆ
き

は
き
あ
い  

あ   

ゆ

ゆ
う
だ
い
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竹田市の財政状況をお知らせします

知らせします 決算
   ・県からの交付金などにどのくらい

   市をチェックしてください。

市民１人あたりの行政サービス
１人あたり１年間で959,781円が使われました。昨年度より66,742円の増。

１人あたりの市税負担は89,362円。昨年度より765円の減。

議会・総務費
156,067円

民生費
222,952円

衛生費
61,296円

労働・商工費
17,544円

農林水産業費
133,662円

地方税の内訳 土木・災害復旧費
111,334円

消防費
28,963円

教育費
139,892円

公債費
88,071円

市議会や市役所の運営、
選挙、市税
など

高齢者、障がい者、
児童福祉など

検診や予防接種、
ゴミやし尿処理など

雇用対策、商工業や
観光の振興など

農業や林業の振興など

道路や河川、住宅や
公園の整備など

消防、水防、救助活動
など

学校教育・文化・スポー
ツ振興など

市の借金の返済など
税目

市民1人あた
りの負担額

市 民 税 35,540円

固 定 資 産 税 41,358円

軽 自 動 車 税 4,473円

市 た ば こ 税 6,198円

入 湯 税 914円

都 市 計 画 税 879円
合計 89,362円

基金と地方債
基金残高は  84億8,029万円
借金残高は159億7,704万円

いずれも早期健全化基準を下回り、
健全な財政状況となっています。

健全化判断比率

健全化判断比率 比率 早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 － 13.39％

連結実質赤字比率 － 18.39％

実質公債費比率 4.7％ 25.0％

将 来 負 担 比 率 10.5％ 350.0％

地方自治法第243条の３第１項、竹田市財政状況の

作成及び公表に関する条例第２条の規定に基づき、

平成30年度の決算状況を公表します。

　基金は、安定的な財政運営を行うため、特定の目的別

に積み立てられ、または、定額運用するために設けられた

資金及び財産です。平成30年度の残高は、財政調整基金

31億8,709万円、減債基金７億6,886万円、その他特定目

的基金43億5,815万円、定額運用基金１億6,619万円と

なっています。

　また、資金調達のために負担する債務を地方債（市債）

といい、その返済は一会計年度を越えて行われます。地方

債で整備した道路や公共施設などは、市民の皆さんが将

来にわたり利用するものです。その返済は利用する次の世

代の方々にも負担してもらうという考えに基づいています。

　平成30年度も元利償還金の７割が交付税措置される有

利な地方債を活用しました。その発行額は29億9,669万円

で、主な事業は総合文化ホール整備事業、久住高原農業

高校学生寮整備事業、電線類無電柱化推進事業、道路改

良事業、県営土地改良事業、消防施設整備事業、災害復

旧事業等がありました。

　実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、

将来負担比率を用いて地方公共団体の財政状況や経営状

況を把握します。このいずれかが一定基準以上となった

場合には、財政健全化計画または財政再生化計画を策定

し、財政の早期健全化を図らなければなりません。

　竹田市の実質赤字比率、連結実質赤字比率は赤字額が

ありませんでした。実質公債費比率は4.7％、将来負担

比率は10.5％となっており、昨年度より上昇しています

（平成29年度実質公債比率4.5％、将来負担比率5.9％）。

　引き続き有利な地方債の発行や国庫等の補助金の活用

により、財政基盤の強化に努めていきます。
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一般会計の歳入と歳出 歳入 214億4,078万円、うち自主財源は 　51億3,141万円。

歳出 207億7,350万円、うち義務的経費に 76億1,384万円。

経常収支比率 平成29年度より5.4㌽上昇 財政力 国への依存度が高い

県内平均竹田市

経常収支比率

県内平均竹田市

財政力

○地方債：市民のための施設や道路の建設工事や災害復旧事業に充てるための借入金
○繰越金：前年度の会計から持ち越されたお金
○繰入金：各種基金などから繰り入れるお金

○地方交付税：国内一定水準の行政サービスを提供するために国から交付されたお金
○地方譲与税：国税として徴収された後、地方自治体の財源として譲与される租税
○国庫・県支出金：特定の目的のために県や国から交付されたお金

歳入

地方交付税
75億8,646万円（35％）

地方譲与税ほか
7億7,842万円（4％）

繰越金ほか
23億707万円
（11％）

繰入金
8億9,018万円
（4％）

地方税
19億3,416万円
（9％）

地方債
29億9,669万円
（14％）

歳入合計
214億

4,078万円

国庫支出金
20億5,776
万円（10％）

県支出金
28億9,004万円
（13％）

歳出

歳出合計
207億

7,350万円

繰出金ほか
22億5,076万円
（11％）

人件費
33億8,302万円

（16％）

扶助費
23億2,462万円

（11％）
物件費

30億7,642万円
（15％）

普通建設事業費
55億1,533万円

（27％）

災害復旧事業費
7億8,336万円
（4％） 

補助費等
15億3,379万円
（7％）

公債費
19億620万円
（9％）

竹田市の財政状況をお
　竹田市の平成30年度の決算がまとまりました。税金や国  

収入があり、どのように使われたのか、皆さんの目で、竹田   

　人件費、扶助費、公債費などの経常経費に、地方税

や地方交付税等の経常一般財源がどの程度投入された

かを見る指標で、この比率が低いほど普通建設事業費

などの臨時経費に充当できる一般財源があり、財政構

造が弾力性に富んでいることになります。

　竹田市は普通交付税の減少などにより、平成29年度

の91.7％から平成30年度は97.1％と5.4ポイント上昇し

ており、財政の硬直化が進んでいると言えます。

　基準財政収入額（標準的な財政収入）を基準財政需

要額（標準的な財政需要）で割って得た数値の過去３

年間の平均値を財政力指数といい、地方公共団体の財

政力を示す数値で、この値が高いほど財政力が強いと

いうことになります。

　竹田市は微増ながら改善していますが、依然として

県内平均を大きく下回っており、今後も収納率の向上

や企業誘致など自主財源確保の取り組みを強化する必

要があります。

　平成30年度の一般会

計の歳出は、207億7,350

万円でした。性質的に見

ると、義務的経費（人件

費・扶助費・公債費）が

76億1,384万円で全体の

36％、そのうち借金返済

のための公債費が19億

620万円です。投資的経

費（普通建設事業費・災

害復旧事業費）が62億

9,869万円で31％、その

他の経費（物件費等）が

68億6,097万円で33％と

なっています。

　平成30年度の一般

会計の歳入は、214億

4,078万円でした。

　内訳は国・県の補

助金等を頼りにした

依存財源が163億937

万円で76％、市の自

主財源のうち地方税

（市税）は19億3,416

万円で、歳入全体の

9％ほどです。
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竹田市の財政状況をお知らせします

 今後の財政運営について……

水道事業会計決算状況　１戸あたりの月額水道料金　3,738円（消費税抜）

目的税　都市計画税と入湯税の使いみち財産　
土地・建物
ともに増加

特別会計

収益的収入及び支出

収入額 支出額 差　引

1億 6,101万円 1億 4,561万円 1,540万円

財産の種類 財産状況

土　地

（うち山林）

建　物

立　木

車　両

36,542,364㎡　

（14,425,108㎡）

246,121㎡　

375,563㎥　

187台　

資本的収入及び支出

収入額 支出額 差　引

5,033万円 9 ,020万円 △ 3,987万円

業務量

事　項 平成30年度

年 度 末 給 水 人 口 6,623人

3,258戸

1,279,940㎥

3,507㎥

65.68%

年 度 末 給 水 戸 数

年 間 配 水 量

１ 日 平 均 配 水 量

有　　　収　　　率

企業債残高

財 務 省 九 州 財 務 局 2億2,495万円

1,613万円

2億4,108万円

地方公共団体金融機構

計

固定資産の現在高

有 形 固 定 資 産 15億1,428万円

8万円無 形 固 定 資 産

会　計　名 歳入額 歳出額 差　引 会　計　名 歳入額 歳出額 差　引

竹田市立こども診療所特別会計 2億4,793万円

5,454万円

36億3,831万円

3億7,363万円

34億2,119万円

2億4,030万円

5,426万円

35億3,164万円

3億7,278万円

33億430万円

763万円

28万円

1億667万円

85万円

1億1,689万円

2億625万円

8,000万円

1億9,243万円

2億5,641万円

2億604万円

7,995万円

1億9,230万円

2億5,641万円

21万円

5万円

13万円

0万円

簡易水道事業特別会計

長湯温泉療養文化館特別会計 農業集落排水事業特別会計

国民健康保険特別会計 浄化槽整備推進事業特別会計

後期高齢者医療特別会計 国民宿舎久住高原荘事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

　市税のうち都市計画税と入湯税は、特定の財政需要をまかなうために課税

される目的税です。

　都市計画税は、竹田市においては都市計画区域のある竹田地域の一部が

対象となります。

　平成30年度の都市計画税徴収額は1,902万円で、竹田玉来線街路事業等

に係る地方債の償還金や玉来吉田線街路事業に係る負担金に充てています。

　入湯税は、竹田市では条例により日帰り客への課税を免除していますの

で、主として宿泊入湯客が課税の対象となります。

　平成30年度の入湯税徴収額は1,978万円で、観光振興として温泉療養保健

制度の関連経費、観光誘致対策事業等の費用に充てています。

　収益的収入及び支出は、水道事業の経営活動に伴い発生する収益と、それに対応する費用の収支をいいます。主な

収入は水道料金で、支出は総係費、配水及び給水費等です。

　資本的収入及び支出は、水道事業の将来の経営活動に備えて行う建設改良等に要する収支をいいます。主な収入は

他会計負担金やその他資本的収入で、支出は建設改良費や企業債の償還金等です。不足額は、当年度分損益勘定留保

資金（987万円）、過年度損益勘定留保資金（3,000万円）で補填しました。

　今回は平成30年度の決算状況をお知らせしました。地域経済の底上げ、産業振興、移住・定住対策や社会保障の充実など

の重点施策への取り組みと総合文化ホール整備事業、社会資本整備総合交付金事業等の実施により、歳入歳出とも増加しま

した。

　城下町再生プロジェクトのハード整備は令和元年度をもって一旦完了しますので、今後はこれまで取り組んできた対話行

政をさらに推進し、地方創生推進交付金事業等を活用したソフト対策や農林畜産業・観光業などの地場産業の育成にも可能

な限り対応していく予定です。

　一方で、今後も地方交付税の減少が予測されることから、事務事業の見直しや組織・機構の見直し、定員管理計画に基づ

く人件費等の経常経費の更なる削減に努め、中・長期的な戦略を立て、将来を見据えた行財政運営を心がけます。平成27年

度に策定した「公共施設等総合管理計画」に基づき、老朽化した公共施設等の維持管理費対策にも取り組んでいく予定です。

　市民の皆さまには今後も、広報誌やホームページ、ケーブルテレビなどを通して市の財政状況等をお知らせしていきます。

問財政課　☎63-1111（内線231・232）

　岡城跡公有化など土地は139,682㎡、

総合文化ホールの整備など建物は

10,821㎡増加しました。
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　菅生郵便局、玉来郵便局、宮砥郵便局、城原郵便局、都野郵便局、下竹田郵便局で対応できます。ただし、利

用できる方に制限があり、本人確認も必要です。

○市の証明書を受け取ることのできる時間

　午前９時から午後５時まで（土・日・祝日及び年末年始を除く）

○郵便局で受け取ることのできる市の証明書（手数料は市の窓口と同額）

証　明　書 利用できる方 本人確認のための書類

戸籍謄本（除籍は除く）

戸籍抄本（〃）

本人または同じ戸籍に

載っている方 ○１つでよいもの

運転免許証、マイナンバーカード、パスポート、

写真付き住基カード、身体障害者手帳等、国や

県などが発行した写真付きの公的証明書等

○２つ以上必要なもの

健康保険証、介護保険証、各種年金証書、年金

手帳

住民票の写し

（除票は除く）

本人または

同じ世帯の方

納税証明書（軽自動車車検用除く）

完納証明書

所得証明書

課税証明書

所得・課税証明書

本人のみ

印鑑登録証明書 上記の書類１つと印鑑登録証（カード）

問竹田市役所（☎63-1111）

　市民課市民係（内線111、112）または直通（☎63-4804）

　税務課管理係（内線121、122）または直通（☎63-4803）

　県内参加市町どこの窓口でも、 ｢住民票の写し｣、｢戸籍謄･抄本｣、｢印鑑登録証明書｣ など各種証明書の交付が受

けられます。

◆利用できる方は、参加市町に住民登録のある方に限られます。

◆委任状による請求はできません。

◆受付時間は月～金曜日（祝祭日・年末年始を除く）の午前８時30分～午後５時まで（昼休みも受け付けを行います）

◆印鑑と来庁者の本人確認書類をお持ちくださ

い。（運転免許証、マイナンバーカード、パ

スポート、住基カードや、官公庁発行の顔写

真入りの身分証または健康保険証等）

◆「印鑑登録証明書」を請求の場合は、各市町

発行の印鑑登録証をお持ちください。

大分市市民課 097-534-6111 津久見市市民生活課 0972-82-4111 由布市市民課 097-582-1111

　　　鶴崎支所 097-527-2111 竹田市市民課 0974-63-1111 国東市市民健康課 0978-72-1111

　　　稙田支所 097-541-1234 豊後高田市市民課 0978-22-3100 　　　国見総合支所 0978-82-1111

別府市市民課 0977-21-1111 杵築市市民課 0978-62-3131 　　　武蔵総合支所 0978-68-1111

中津市市民課 0979-22-1111 　　　大田振興課 0978-52-2222 　　　安岐総合支所 0978-67-1111

日田市市民課 0973-23-3111 　　　山香振興課 0977-75-1111 日出町住民課 0977-73-3111

佐伯市市民課 0972-22-3111 宇佐市市民課 0978-32-1111 九重町住民課 0973-76-2111

臼杵市市民課 0972-63-1111 豊後大野市市民生活課 0974-22-1001 玖珠町住民課 0973-72-1111

交付できる証明書 利用できる方 手数料

住民票の写し 本人、本人と同一世帯の方 300円

印鑑登録証明書 本人のみ 300円

戸籍謄・抄本 本人、本人と同一戸籍の方、除籍

者で当該戸籍に記載されている方

450円

戸籍の附票 300円

身分（身元）証明書 本人のみ 300円

市内６か所の郵便局でも市の証明書が受け取れます

「おおいた広域窓口サービス」により各種証明書の交付が受けられます

市民課からのお知らせ

参加市町担当課及び問い合わせ先
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人
権シリーズ　No.56

12月４日から10日

は「人権週間」です

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
の
第
１
条
に

は
、「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生
ま
れ

な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か

つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平

等
で
あ
る
」
と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
こ
の
「
世
界
人
権
宣

言
」
が
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た

日
（
12
月
10
日
）
を
記
念
し
て
、
毎

年
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
期

間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権

意
識
向
上
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
全
国
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
い
じ
め
や
児
童
虐
待

な
ど
に
よ
り
子
ど
も
が
命
を
落
と
す

と
い
っ
た
痛
ま
し
い
事
案
が
依
然
と

し
て
後
を
絶
た
ず
、
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
他
人
を
誹
謗
中
傷

し
た
り
、
個
人
の
名
誉
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
侵
害
し
た
り
す
る
事
案
の
ほ

か
、
企
業
等
で
は
長
時
間
労
働
に
よ

る
過
労
死
、
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
嫌
が
ら
せ
）、
不
当
な
差
別
と
い
っ

た
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め

に
も
、
人
権
啓
発
活
動
の
強
化
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
内
で

は
人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
、
荻
・
久

住
・
直
入
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
で
人
権

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
人
権
講

演
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

家
庭
や
地
域
・
職
場
で
人
権
問
題
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問 

人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課

☎
63-

４
８
２
０

福岡障害者職業能力開発
校訓練生募集（障がいのある人）

募 集 科目　①機械CAD科、②プ

ログラム設計科、③商業デザイ

ン科、④OA事務科、⑤建築設計

科、⑥流通ビジネス科（流通ビ

ジ ネ ス 科 音 声 パ ソ コン コ ー

ス）、⑦総合実務科

訓練期間　１年間（②のみ２年

間）

定 員　各20人（⑥の み30人 う

ち５人は音声パソコンコース）

募集締切　令和２年１月23日㈭

入校日　令和２年４月10日㈮

問 福岡障害者職業能力開発校

☎093-741-5431／FAX 093-741-

1340

ホームページ

http://www.fukuoka-kunren.net/

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
大
分
県
づ
く
り
条
例

12
月
３
日
㈫
か
ら
９
日
㈪
は
「
障
が
い
者
週
間
」
で
す

　
県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対

す
る
県
民
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別

の
解
消
を
図
る
た
め
、「
障
が
い
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
心
豊
か
に
暮

ら
せ
る
大
分
県
づ
く
り
条
例
」
を

制
定
し
、
平
成
28
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
の
前
文
で

は
、「
全
て
の
県
民
が
、
障
が
い
の

有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ

と
な
く
」、
人
生
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
「
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
を
尊
重
す
る

と
と
も
に
、
相
互
に
助
け
合
い
、
支

え
あ
う
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
」
を

願
い
、
条
例
を
制
定
し
た
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
障
が
い
の
あ
る
人

や
そ
の
家
族
の
生
き
づ
ら
さ
は
今

な
お
深
刻
で
す
。
障
が
い
を
理
由
と

す
る
差
別
、
障
が
い
に
対
す
る
無
理

解
や
偏
見
と
い
っ
た
社
会
的
な
障

壁
は
確
か
に
存
在
し
、
障
が
い
の
あ

る
人
や
そ
の
家
族
に
社
会
の
中
で

暮
ら
す
こ
と
へ
の
困
難
を
感
じ
さ
せ

て
い
ま
す
。
就
学
や
就
労
の
際
に
理

解
が
得
ら
れ
ず
、
あ
る
い
は
医
療
現

場
に
お
い
て
必
要
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
将

来
の
夢
や
希
望
を
諦
め
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
苦
し
ん
だ
り

傷
つ
け
ら
れ
た

り
す
る
人
が
い

ま
す
。
ま
た
、
こ

う
し
た
現
状
に

よ
っ
て
、
障
が
い

者
の
家
族
、
特
に

親
が
障
が
い
の

あ
る
子
よ
り
「
一

日
で
も
長
く
生

き
た
い
」
と
ま
で

思
い
悩
ん
で
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
的
な
障
壁
を
取

り
除
き
、
県
民
す
べ
て
が
お
互
い
の

人
格
や
個
性
を
尊
重
し
あ
い
な
が

ら
、
お
互
い
に
支
え
あ
い
、
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
共
生
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち

一
人
一
人
が
障
が
い
の
あ
る
方
々
の

日
常
生
活
の
暮
ら
し
に
く
さ
を
深

く
理
解
す
る
な
ど
、
障
が
い
の
あ
る

人
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
合
理

的
な
配
慮
が
で
き
る
よ
う
に
な
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
障
が
い
者
虐
待
は
ど
こ
で
も
起

こ
り
う
る
身
近
な
問
題
で
す
。

　
虐
待
を
さ
れ
て
い
る
人
が
虐
待

だ
と
認
識
で
き
な
い
、
自
分
か
ら

被
害
を
訴
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
障
が
い
者
虐
待
に
気
づ

い
た
方
は
一
人
で
抱
え
込
ん
だ

り
、
放
置
し
た
り
せ
ず
に
竹
田
市

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
早
め
の
対
応
や

支
援
が
障
が
い
者
と
虐
待
者
双
方

の
救
済
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

竹
田
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ

ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
課
内
）

☎
63-

４
８
１
１   

FAX 

63-

０
９
８
８

知って
いますか？

障
が
い
者
虐
待

み
ん
な
で

防
ご
う
！
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グランツたけた情報

　障がい者アート作品などを展示し、夜には「竹ほたる」の灯りがやさしくグランツを包みます。期間中は“ふら×きら”
コンサートやワークショップを開催。今年のクリスマスはグランツでほっこりしませんか？

みんなでつくるクリスマスワークショップ

チケット・イベント情報 ☎0974-63-4837（グランツたけた）

入場無料

参加無料

　 作品展示「グランツ林のクリスマス」
期間　12月19日㈭～22日㈰ 10:00～22:00
　　　（最終日は17:00まで）
内容　サンタクロース、トナカイ、煙突…グラン

ツたけた市民ラウンジの “林” に、クリスマ
ス物語の「登場人物」が現れます。

日時　12月14日㈯ 14:00開演
料金　一般3,000円、高校生以下1,500円
　　　（全席自由／当日券各 500円増／３歳未満入場不可）
※宝くじの助成により、特別料金になっています。

日時　12月22日㈰ 12:15～
内容　大分大学混声合唱団「コール・レティッヒ」による気軽な
コンサート。クリスマスにちなんだ名曲の数々をお届けします。

料金はすべて消費税込。Gシート（３階バルコニー席）は舞台の一部が
見えづらい席となっています。３歳未満・未就学児入場不可の公演は
有料託児サービスあり（要事前申込）。☎0974-63-4837

◎第１弾！クリスマスの「登場人物」をつくろう!
日時　12月４日㈬ 13:00～15:00、12月7日㈯ 10:00～12:00
講師　山本哲也さん（美術家）

◎第２弾！ “まぁるい” 灯り竹ほたるをつくろう!!
日時　12月８日㈰ 10:00～12:00　　定員　15名
講師　玉来えびす会のみなさん
※詳しくはチラシまたはWEBサイトをご覧ください。

　 クリスマスマーケット
日時　12月22日㈰ 11:00～17:00
内容　クリスマスにちなんだワークショッ

プやマルシェ、ロビーコンサートでは合唱や
リコーダーによるクリスマスソングが楽しめ
ます。

宝くじ文化公演

日本舞踊公演 弧の会「コノカイズム」

“ふら×きら” コンサート vol.15

「コール・レティッヒのもうすぐ
クリスマス！コンサート」

DRUM TAO
新春公演「飛翔」
日時　１月４日㈯ 18:00開演
　　　１月５日㈰ 14:00開演
料金　一般6,000円、竹田市民
価格4,000円、Gシート3,000円

（全席指定／未就学児入場不可）

耕す里の神楽研修舞
日時　１月19日㈰
　　　9:30 ～ 17:00
料金　無料

グランツ廉太郎企画　

「瀧廉太郎“日本の四季”を歌う！踊る！
コンドルズ公演 Don't Stop Me Now」
日時　２月２日㈰ 14:00開演
料金　一般4,000円、市民価格3,000円、高校生以下2,000円
　　　（全席指定／３歳未満入場不可）
内容　第一部（市民参加企画）童声・混声合唱と２台のピアノのための
　　　　　　　　　　　　　　日本の四季（15～20分）
　　　第二部（コンドルズ公演）Don't Stop Me Now

チケット
好評発売中！

市民
ラウンジ

廉太郎
ホール

ホワイエ

グランツ美術館2019みんなでクリスマス

関連企画

入場無料
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2019年（令和元年）

　 こ よ み

木 THU 金 FRI 土 SAT

地域で咲かせよう笑顔の花
よりそいカフェへようこそ
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26

・竹田温泉「花水月」休館日

・おはなしルーム 14:00-14:30

（南部幼稚園）

・竹田温泉「花水月」休館日

・おはなしルーム 14:00-14:30

（竹田幼稚園）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・第12回竹田市農業委員会総

会 16:00～（市役所本庁３階

第５会議室）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・第46回竹田市少年少女駅伝ロードレース大

会 9:15～開会式 9:40スタート（竹田市総合

運動公園）

・市民公開講座「人生会議をご存じですか？」

～自宅や住み慣れた地域で最期まで過ごす

ために～ 13:30-15:30（竹田市総合社会福祉

センター）

・直入地域人権啓発推進講演会 13:30～（直

入公民館）

・歳末助け合い協賛「第45回ブルーフェニック

スジャズオーケストラコンサート」 17:30開場

18:00開演（グランツたけた）

・竹田温泉「花水月」休館日
・グランツ美術館「みんなでクリスマス！」（～22

㈰まで）（グランツたけた市民ラウンジほか）
・豊肥家畜市場〔成牛〕9:30～せり開始（豊後

豊肥家畜市場）
・５歳児健診 13:00～受付（竹田市総合社会

福祉センター）
・こころの健康相談 13:30-15:30（荻支所）※要

予約（前日午前中まで）☎63-3346（竹田市
心の相談支援事業所）

・不登校を考える親の会「コスモスの会」
19:00-21:30（みんなのいえカラフル）
☎090-5470-8998（山口）

・第31回「クリスマス音楽の夕

べ」18:00-20:00（グランツた

けた）※入場料500円（小学

生以下300円）☎63-1823

（瀧廉太郎会・堀）

・荒城の月マルシェ 11:30-14:00（グラン

ツたけた市民ラウンジ）

・荻地域人権啓発推進講演会 13:30～

（緑ヶ丘中学校体育館）

・宝くじ文化公演 日本舞踊公演 弧の会

「コノカイズム」13:30開場14:00開演（グ

ランツたけた）

・第31回「佐藤義美賞」竹田童謡作詩コン

クール表彰式 15:00-16:00（佐藤義美記

念館）※終了後、矢崎節夫先生による講

話を行う予定です。

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・荻の里温泉休館日 ・荻の里温泉休館日

・竹田市消防団年末夜警（～

30日）※19:00～（市長・団長

巡視）竹田・荻方面隊（副市

長・消防長巡視）直入・久住方

面隊

・竹田温泉「花水月」休館日

・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00

（大分県豊肥振興局）※要予約 ☎63-1171

（豊肥振興局）

・こころの健康相談 13:30-15:30（久住保

健センター）※要予約（前日午前中まで）

☎63-3346（竹田市心の相談支援事業

所）

・精神保健相談 14:00-16:00（大分県豊肥

保健所）※要予約 ☎0974-22-0162（豊

肥保健所）

　 こ よ み 12月

よりそいカフェは認知症の人

やその家族、地域の住民らが

気軽に交流できる場所です。

【竹田】

・６日・20日㈮ 13:00-15:00　

　みんなのいえカラフル

【荻】

・10日・24日㈫ 13:00-15:00　

　荻「しらみず」

【久住】

・10日㈫・26日㈭ 13:00-15:00

　久住「りんどう」

【直入】

・13日・20日㈮ 13:00-15:00　

　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】

・５日・12日㈭ 13:00-15:00　

　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】

・４日㈬ 13:00-15:00

　入田分館

・10日㈫ 13:00-15:00

　あ祖母学舎

・18日㈬ 13:00-15:00

　宮砥分館

【都野】

・12日・26日㈭ 13:30-15:30

　グループホームくたみのもり

問 高齢者福祉課　☎63-4809

　「竹田市すこやか子育て応援券」が下記の

店舗で利用できるようになりました。また、

企業独自の子育て応援サービスもありますの

で、積極的な応援券の活用をお願いします。

※「竹田市すこやか子育て応援券」は子育て

に係る商品、サービスにご利用ください。

新規利用可能店舗

〇白興社クリーニング七里工場（竹田市大字

会々1482番地） ☎63-0131

〇白興社クリーニング田町店（竹田市大字竹

田町104番地２） ☎62-2862

〇白興社クリーニング古町店（竹田市大字竹

田593番地） ☎63-2081

問 竹田市子育て世代包括支援センター

　 ☎63-4823

　11月21日、久住高原を拠点

に活動するDRUM TAOが、久

住・直入地域の小中学校と高

校の児童生徒約160人に勇姿

を披露しました。グランツた

けたが行う出前コンサートと

して開催したもの。子どもた

ちが太鼓を叩く一幕もあり、

「太鼓の振動を全身で感じら

れてよかった」と笑顔を見せ

ていました。グランツたけた

での新春公演は１月４日㈯と

５日㈰。詳細については13

ページをご覧ください。

　ご家族、帰省客の皆さんとぜひ花水月にお越
しください。お待ちしています。
〇大浴場の営業終了時間
通常営業時間　　12月27日㈮　～ 22：00
特別営業時間　　　　28日㈯　～ 21：00
　　　　　　　　　　29日㈰　～ 21：00
　　　　　　　　　　30日㈪　～ 21：00
　　　　　　　　　　31日㈫　～ 19：00
　　　　　　　　１月 １日㈬　～ 19：00
　　　　　　　　　 　２日㈭　～ 19：00
　　　　　　　　　 　３日㈮　～ 19：00
　　　　　　　　　 　４日㈯　～ 21：00
　　　　　　　　　 　５日㈰　～ 21：00
通常営業時間　　　 　６日㈪　～ 22：00
　　　　　　　　　 　７日㈫　～ 22：00
　　　　　　　　　 　 ８日㈬　臨時休館
　　　　　　　　　 　 ９日㈭　休館日
〇営業の変更
※１月８日㈬・９日㈭は休館します。
※露天風呂は12月28日㈯から１月５日㈰の間、

営業します。
問 竹田温泉花水月　☎64-1126

「竹田市すこやか子育て応援券」

利用できる店舗が増えました！

熱いパフォーマンスで魅了

DRUM TAOが学校公演

竹田温泉花水月 年末年始特別営業のお知らせ

いいふろ
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竹 田 市 の　 こ よ

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

4

11

18

25

3

10

17

24

31

・総合健診 8:00-10:00受付（竹

田市総合社会福祉センター）

☎63-4810（保険健康課）

・万葉の里城原健康福祉の集

い 8:45～受付（城原地区館）

・クリスマスマーケット＆コン

サート in 久住さやか 10:00-

15:00（久住さやか）

・グランツたけた休館日

・廣瀬武夫ゆかりの地めぐり

9:00までに岡城駐車場集合

※参加費1000円 ☎62-4100

（岡の里事業実行委員会）

・おはなしひろば 10:30-11:00

（竹田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00

（竹田市直入B&G海洋セン

ター体育館）☎75-3688（温

泉利用相談室）

・陽目の里「名水茶屋」休業日（～

３月中旬まで冬期休業）

・令和元年おおいた冬の事故ゼロ

運動（～20日）

・豊肥家畜市場〔子牛〕9:30～せり

開始（豊後豊肥家畜市場）

・１歳６か月児健診 13:00～受付

（竹田市総合社会福祉センター）

・久住地域火災防御訓練
8:00-9:00（白丹地区）

・第15回歳末助け合いチャリ
ティーショー

［午前の部］10:00-12:00
［午後の部］13:00-15:00
（グランツたけた）

・岡の里生活展（～22日㈰）（竹
田創生館）※入場無料

・【納期限】固定資産税（４期）、

国民健康保険税（８期）、介護

保険料・後期高齢者医療保険

料（５期）

・グランツたけた休館日

・荻の里温泉休館日

・直入地域腹部超音波検査 8:00-10:00受
付（直入公民館）☎75-2211（直入支所
地域振興課）※事前予約必要（検査料
3300円）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立
図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市直入
B&G海洋センター体育館）☎75-3688

（温泉利用相談室）
・こころの健康相談 13:30-15:30（直入支

所）※要予約（前日午前中まで）
☎63-3346（竹田市心の相談支援事業所）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・水の駅おづる休業日

・もぐもぐ教室（５～６か月児） 

9:30～受付（竹田市総合社会

福祉センター）

・Jアラート全国一斉情報伝達

試験 ※11:00にテスト放送が

流れます

・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日

・長湯おんせん市場休業日

・年金相談［完全予約制］10:00-15:00

（竹田市高齢者いきいき交流センター）

☎097-552-1211（日本年金機構大分

年金事務所）

・大分県行政書士会無料相談会 13:00-

16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）

☎097-537-7089（大分県行政書士会

事務局）

・おはなしひろば 10:30-11:00

（竹田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00

（竹田市直入B&G海洋セン

ター体育館）☎75-3688（温

泉利用相談室）

・グランツたけた休館日

・荻の里温泉休館日

・第12回雪っこカーニバルin

久住 9:00-13:30（久住公民

館）

・【納期限】市県民税（４期）、

国民健康保険税（９期）、介

護保険料・後期高齢者医療

保険料（６期）

・長湯おんせん市場・水の駅お

づる休業日（～1/2㈭）

・グランツたけた年末年始休

館日（～1/3㈮）

・荻の里温泉休館日

・荻地域火災防御訓練 13:00-14:00
（荻小学校付近）

・第22回冬休み図書館まつり「クリス
マスキャロル」11:00-11:45（竹田市
立図書館）

・クリスマスマーケット 11:00-17:00
（グランツたけた）

・“ふら×きら”コンサートvol.15「コー
ル・レティッヒのもうすぐクリスマス！
コンサート」12:15～（グランツたけ
た）※入場無料

・グランツたけた休館日 ・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田

市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田

市直入B&G海洋センター体育館）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹

田市総合社会福祉センター）※要

予約（前日午前中まで）☎63-3346

（竹田市心の相談支援事業所）

竹 田 市 の　 こ よたけたんカレンダー

   2020年１月上旬の主な予定　　   　　　 　　　  ※11月22日現在

１日㈬  ・ 2020年荻地域新春歩こう会  6:00～開会式・スタート（荻公民館～
馬背野「高鼻公園」）※参加料100円（小学生以上）☎68-2025（荻公
民館）

２日㈭  ・ 第43回相良慶隆杯竹田新春マラソン大会  9:30～開会式 10:00ス
タート（市総合運動公園）☎090-4511-1288（市陸上競技協会・志賀）

３日㈮  ・ 第33回新春たこあげ大会  9:00～受付 9:30～開会（市総合運動公
園）※材料費500円（先着80人）☎62-4861（市レクリエーション協
会・後藤）

11日㈯  ・ 令和２年竹田市消防出初式  11:00～（市総合運動公園）
12日㈰  ・ 令和２年竹田市成人式 13:00～（グランツたけた）

月
間
・
そ
の
他

12月の行政なんでも相談所

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで

　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤孝幸　☎68-3510

〔久住〕本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕兒玉龍明　☎75-2426

地域 相談日 時　間 開　催　場　所

竹田

荻

久住

直入

12月18日㈬
10:00～

　12:00

竹田市総合社会福祉センター　相談室

荻公民館　幼児室

久住公民館　健康相談室

直入支所　小会議室

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。

（20日が土日の場合は金曜日が締切日となります）　問農業委員会事務局　☎63-4815

〇歳末たすけあい運動

〇地球温暖化防止推進月間

○冬の省エネキャンペーン

（～3/31）

○世界エイズデー（12/1）

○障害者週間（12/3～9）

○人権週間（12/4～10）

 年末年始の営業のお知らせ

〇荻の里温泉   1/1㈬～3㈮は営業（６日㈪は休館）

〇長湯温泉療養文化館「御前湯」12/30㈪までは通常営業、

12/31㈫～1/3㈮は6:00～18:00、1/4㈯からは通常営業
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金
請
求
書
」が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
12
月
末
ま
で
に
請
求
を

行
え
ば
、
２
月
中
旬
の
年
金
支
払
い

時
に
、
10
月
か
ら
１
月
ま
で
の
４
か

月
分
が
遡
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
令

和
２
年
１
月
以
降
に
請
求
し
た
場

合
、
請
求
し
た
月
の
翌
月
分
以
降
か

ら
し
か
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問 

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
専
用

ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０

－

05

－

４
０

９
２
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
受
付
時
間
は
、
月
曜
日
が
午
前
８

時
30
分
～
午
後
７
時
、
火
～
金
曜
日

が
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
、
第
２
土
曜
日
が
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
。
月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
、
翌
日
以
降
の
開
所
日
初
日

の
午
後
７
時
ま
で
（
第
２
土
曜
日
を

除
く
祝
日
及
び
12
月
29
日
～
１
月
３

日
を
除
く
）

　

携
帯
電
話
会
社
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア

決
済
の
支
払
い
額
が
高
額
に
な
っ
て

い
る
と
通
知
が
届
き
、
10
万
円
を
超

え
る
請
求
と
、
翌
月
は
さ
ら
に
30
万

円
を
超
え
る
請
求
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
調
べ
る
と
、
小
学

生
の
子
ど
も
が
私
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で

課
金
し
て
い
た
よ
う
だ
。
子
ど
も
は

お
金
を
払
っ
て
い
る
感
覚
が
な
く
、

登
録
さ
れ
て
い
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
情
報
を
も
と
に
決
済
さ
れ
た
、
と

い
っ
た
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
設
定
に
よ
っ

て
は
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
が
な
く
て

も
買
い
物
が
で
き
ま
す
。
買
い
物
を

す
る
と
き
は
毎
回
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入

力
が
必
要
に
な
る
設
定
に
し
て
お
く

と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
子
ど
も
と

ゲ
ー
ム
の
利
用
ル
ー
ル
に
つ
い
て
話

し
合
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問 

市
民
課
（
竹
田
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
）
☎
63

－

４
８
３
４
※
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
月
～
金
の

平
日
の
み
）
／
大
分
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７

－

５
３
４

－

０
９
９
９

　

市
で
は
、
荻
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
施

設
を
最
大
限
利
用
し
、
効
率
的
な
管

理
運
営
を
行
う
指
定
管
理
者
を
募
集

し
ま
す
。

対
象
施
設　

鉄
骨
・
ス
レ
ー
ト
葺
建

物
ほ
か
堆
肥
製
造
施
設
（
平
成
16
年

開
設
）

所
在
地　

竹
田
市
荻
町
高
練
木
１
７

８
９

業
務　

施
設
の
維
持
管
理
・
修
繕
、

堆
肥
の
製
造
・
販
売

期
間　

令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和

５
年
３
月
31
日

応
募
期
間　

令
和
２
年
１
月
９
日

㈭
～
31
日
㈮
（
閉
庁
日
を
除
く
。
郵

送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

※
業
務
の
詳
細
や
応
募
方
法
等
の
説

明
会
を
、
令
和
２
年
１
月
８
日
㈬
の

午
前
10
時
か
ら
竹
田
市
役
所
３
階
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

問 

農
政
課　

☎
63

－

４
８
０
５

年
　
金

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
請

求
は
お
済
み
で
す
か
？

消
費
者
行
政

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
高
額
決

済
に
注
意

農
政
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

荻
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
を
募
集
し
ま
す

12 月の

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　　荻支所　☎0974-68-2211（代表）        
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　http://www.city.taketa.oita.jp/

700M
メガヘルツ

Hz帯携帯電波による
テレビの受信障害

ご存じですか？検察審査会

令和２年４月１日に改正労
働者派遣法が施行されます

　令和２年１月23日㈭（予定）から市内に

おいて携帯電話の新しい電波利用が開始さ

れることに伴い、竹田地域、荻地域及び久

住地域の一部ではアンテナ受信の場合、テ

レビ映像に影響が出るおそれがあります。

受信障害のおそれがあるご家庭に対して

は、チラシが配布されます。また、影響が

出る可能性が高い世帯は、一般社団法人

700MHz利用推進協会が事前対策工事を無

償で行うことがあります。

問  700MHzテレビ受信障害対策コールセン

タ ー  ☎0120-700-012ま た は050-3786-
0700

　検察審査会は、犯罪の被害者や犯罪を告

訴・告発した人から検察官の不起訴処分を

不服として申立てがあったときに、選挙権

を有する国民の中から「くじ」で選ばれた

11人の検察審査員が、その不起訴処分のよ

しあしを審査します。相談や申立てについ

ての費用は一切無料です。

　検察審査員に選ばれたときには、国民の

代表としてご協力をお願いします。

問  大分検察審査会事務局（大分地方裁判所

内）☎097-532-7161（内線630）

　派遣労働者の同一労働同一賃金の実現に

向け、派遣労働者と派遣先の労働者との間

の均等・均衡待遇を確保することが義務化

されます。

　改正内容の詳細については、大分労働局

職業安定部需給調整事業室「派遣労働者の

同一労働同一賃金特別相談窓口」（☎097-
535-2095）までお問い合わせください。
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たけたんインフォ

　

市
で
は
、
す
ご
う
農
産
加
工
所
の

施
設
を
利
用
し
て
、
農
産
加
工
品
等

を
製
造
す
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

対
象
施
設　

竹
田
市
す
ご
う
農
産
加

工
所

所
在
地　

竹
田
市
大
字
菅
生
９
９

１

－

１
（
道
の
駅
す
ご
う
横
）

※
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
農
政
課

に
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
施
設
を
見
学

し
て
く
だ
さ
い
。

問 

農
政
課　

☎
63

－

４
８
０
５

　

市
で
は
「
環
境
に
配
慮
し
た
畑
作

営
農
の
推
進
」
を
目
的
と
し
て
、
令

和
２
年
度
の
作
付
け
に
使
用
す
る
生

分
解
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
に
要
す
る
経

費
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

生
分
解
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
は
、
使

用
後
４
か
月
で
土
中
の
微
生
物
に
よ

り
分
解
さ
れ
る
た
め
、
収
穫
後
の
回

収
作
業
に
か
か
る
労
力
を
低
減
し
、

「
農
作
業
の
省
力
化
」
や
「
廃
プ
ラ

の
排
出
量
の
削
減
」
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

補
助
率　

３
分
の
１
以
内
（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
率
の
変
動
あ
り
）

作
付
品
目　

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
白

菜
、
大
根
、
レ
タ
ス
、
サ
ト
イ
モ

補
助
金
交
付
対
象
者

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
と

し
ま
す
。

①
市
内
に
居
住
し
農
地
を
所
有
し
て

い
る
方
。
ま
た
は
、
竹
田
市
農
業
委

員
会
で
使
用
賃
貸
借
の
許
可
を
受

け
、
市
内
で
農
業
を
営
む
方

②
作
付
面
積
が
10
ア
ー
ル
以
上
の
畑

作
営
農
を
行
っ
て
い
る
方

③
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

申
込
方
法　

竹
田
市
西
部
営
農
地
区

推
進
協
議
会
（
事
務
局
）
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
記
入
・
捺
印
の
う

え
、
12
月
20
日
㈮
ま
で
に
提
出

■申
・

問 

竹
田
市
西
部
営
農
地
区
推

進
協
議
会
（
事
務
局
）
竹
田
市
農
政

課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室　

☎
63

－

４
８

０
５
／
大
分
県
農
協
豊
肥
事
業
部
菅

生
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

☎
65

－

２

３
３
１
／
同
荻
グ
リ
ー
ン
店　

☎

68

－

２
８
０
７

　

使
用
済
み
の
ビ
ニ
ー
ル
や
マ
ル
チ

な
ど
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
、
法
律
で
適
正
な
処
理
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

回
収
場
所
へ
運
搬
す
る
場
合
は
運

搬
車
両
の
表
示
及
び
書
面
の
備
え
付

け
（
携
帯
）
を
行
い
、
印
鑑
を
必
ず

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

回
収
す
る
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類　

ハ
ウ
ス
の
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、

農
業
用
の
マ
ル
チ
資
材
、
ラ
ッ
プ
サ

イ
レ
ー
ジ
、
肥
料
袋
（
ビ
ニ
ー
ル
）、

育
苗
用
ポ
ッ
ト
、
農
薬
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
空
容
器
な
ど

※
農
ビ
ニ
ー
ル
と
農
ポ
リ
に
分
類
し

て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
分
別
や
梱
包
の
下
処
理
が
適
正

で
な
い
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ
い

て
は
、
引
き
取
り
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

竹
田
市
農
政
課　

☎
63

－

４
８

０
５
／
大
分
県
農
協
豊
肥
事
業
部

園
芸
課 

☎
63

－

１
２
２
４

　

無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
、
産
業

用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
）
に
よ
る

農
薬
散
布
等
を
行
う
際
は
、
航
空
法

及
び
農
薬
取
締
法
を
遵
守
し
た
う
え

で
、
安
全
な
飛
行
に
努
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

○
農
薬
散
布
等
を
行
う
前
に
、
航
空

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
省

へ
申
請
書
類
を
提
出
し
、
国
土
交
通

大
臣
の
許
可
・
承
認
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
国
土
交
通

省
航
空
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
航
空
局 

す
ご
う
農
産
加
工
所
を
利
用
し

ま
せ
ん
か
？

農
　
業

令
和
２
年
度
の
作
付
け
に
使
用
す
る

「
農
業
用
生
分
解
マ
ル
チ
フ
ィ

ル
ム
」
購
入
費
補
助
事
業

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
回

収
し
ま
す

無
人
航
空
機
に
よ
る
農
薬
等
の

散
布

回収日程（予定）

場　所 12月 １月 ３月

菅生育苗センター ４日㈬ 　 ５日㈭

荻堆肥センター ６日㈮ 16日㈭ ６日㈮

久住野菜集出荷場 ５日㈭ 　 ３日㈫

直入野菜集出荷場 　 　 ４日㈬

回収時間　午前９時～午後３時（時間内での

持ち込みをお願いします）

料金　33円／キログラム（税込）

農業用廃プラ類の梱包方法

①できる限り土や砂などの付着物を除去する。
　（針金などの異物が混入しないようにお願いします）
②つづら折りにする。（横約80センチ、高さ約20センチ）
③同じ材質のものをヒモにして、２か所結束する。
※機械でロール状にされる方も、ほどけないように結束を
お願いします。

農ポリ・マルチ・農ビ・サイロラップ

その他

〈塩ビパイプ〉

塩ビパイプは約１メー
トルに切断し、結束する。

〈肥料袋〉

束ねて縛るか、肥料袋の
中にまとめる。

〈農薬ボトル〉

中を水洗いし、袋にまと
める。

1メートル

　農薬指導士認定制度は平成30年度から３年ごとの更新制と

なりました。期間内に更新研修を受講しなければ、認定が失
効しますのでご注意ください。

認　定　年　度 認　定　期　間

平成19年度まで 令和２年３月末まで

平成20年度～平成23年度まで 令和３年３月末まで

平成24年度～平成29年度まで 令和４年３月末まで

平成30年度以降 認定書の認定期間内

更新研修日程（令和２年）
　南部地区　２月19日㈬（申込締切２月３日㈪）

　北部地区　２月25日㈫（申込締切２月５日㈬）

　東部地区　２月26日㈬（申込締切２月５日㈬）

　豊肥地区　３月 ３日㈫（申込締切２月12日㈬）

　西部地区　３月 ４日㈬（申込締切２月12日㈬）

　中部地区　３月17日㈫、18日㈬（申込締切２月26日㈬）

※いずれも受付は午後１時～、研修は午後１時30分～４時30分

※事前に大分県地域農業振興課（☎097-506-3663）

にお申し込みください。詳しくは、大分県ホーム

ページ（http://www.pref.oita.jp/soshiki/15060/
r01shidoshi-kousin.html）をご覧ください。

大分県農薬指導士の更新研修
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無
人
航
空
機
」
で

検
索
ま
た
は
下
記

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
読
み
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
「
大
分
県
無
人
航
空
機
利
用
に
よ

る
農
薬
散
布
指
導
に
関
す
る
基
本
方

針
」
に
基
づ
き
、
県
振
興
局
に
散
布

計
画
及
び
実
績
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
大
分
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
大
分
県　

無
人
航
空
機
」

で
検
索
ま
た
は
下

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
読
み
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
農
薬
散
布
等
を
行
う
際
は

農
薬
取
締
法
に
基
づ
き
、
適
正
に
散

布
し
て
く
だ
さ
い
。
不
明
な
点
に
つ

い
て
は
大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村

振
興
部
（
☎
63

－

１
１
７
２
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

大
分
県
立
農
業
大
学
校
で
は
新
規

就
農
者
の
確
保
対
策
と
し
て
、
就
農

希
望
者
を
対
象
に
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

研
修
期
間　

令
和
２
年
４
月
10
日

㈮
～
令
和
３
年
３
月
10
日
㈬

研
修
内
容　

野
菜
の
栽
培
実
習
・
基

礎
講
座
、
家
畜
飼
養
実
習
・
基
礎
講

座研
修
場
所　

野
菜
長
期
コ
ー
ス
は
大

分
県
立
農
業
大
学
校
（
豊
後
大
野
市

三
重
町
赤
嶺
）、
畜
産
コ
ー
ス
は
大

分
県
農
林
水
産
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー

畜
産
研
究
部
（
竹
田
市
久
住
町
）

研
修
費
用　

野
菜
長
期
コ
ー
ス
は
４

万
４
千
円
、
畜
産
コ
ー
ス
は
１
万
１

千
円

募
集
期
間　

令
和
２
年
１
月
10
日

㈮
～
２
月
14
日
㈮
の
午
後
５
時
ま
で

選
考
試
験　

令
和
２
年
３
月
６
日
㈮

午
後
１
時
30
分
～

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に
よ

り
、
大
分
県
豊
肥
振
興
局
農
山
村
振

興
部
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

☎
０
９
７
４

－
22

－
７
５
８
３

募
集
科
名　

竹
工
芸
科

訓
練
期
間　

２
年
間

受
講
料　

無
料
（
教
科
書
等
の
実
費

が
必
要
）

応
募
資
格　

39
歳
以
下
の
方
（
令
和

２
年
４
月
１
日
現
在
）

定
員　

12
人

募
集
期
間　

12
月
２
日
㈪
～
令
和
２

年
１
月
31
日
㈮
ま
で

選
考
日　

令
和
２
年
２
月
16
日
㈰

入
校
日　

令
和
２
年
４
月
７
日
㈫

■申
・

問 

大
分
県
立
竹
工
芸
訓
練
セ

ン
タ
ー
（
別
府
市
東
荘
園
３

－

３
）

☎
０
９
７
７

－

23

－

３
６
０
９

対
象

○
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
お
お
む
ね

60
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
幼
児
の
う
ち
、

補
聴
器
等
の
使
用
に
よ
っ
て
も
通
常

の
話
声
を
解
す
る
こ
と
が
不
可
能
ま

た
は
著
し
く
困
難
な
幼
児

○
平
成
26
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
29

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

で
、
県
内
に
在
住
す
る
幼
児

受
付
期
間　

令
和
２
年
２
月
１
日
㈯

の
午
前
９
時
か
ら
13
日
㈭
の
午
後
４

時
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

出
願
方
法　

入
学
を
希
望
す
る
幼
児

の
保
護
者
は
、
受
付
期
間
内
に
所
定

の
入
学
願
書
と
調
査
票
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
大
分
県
立
聾
学
校

に
提
出
。
郵
送
の
場
合
は
書
留
で
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
願
書
類
は
令
和
２
年
１
月
14
日

㈫
か
ら
配
布
し
ま
す
。（
午
前
９

時
～
午
後
４
時
。
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

大
分
県
立
農
業
大
学
校

就
農
準
備
研
修

（
野
菜
長
期
コ
ー
ス
・

畜
産
コ
ー
ス
）

募
　
集

令
和
２
年
度 

訓
練
生
募
集

令
和
２
年
度 

大
分
県
立
聾
学
校

幼
稚
部
入
学
者
募
集

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

 山田全自動さんがオリジナルのLINEスタンプを描く

 竹田ならではの“あるある”やユニークな方言を大募集！

　日常で起こる“あるある”な光景を浮世絵調
のイラストとコメントで綴った作品がSNSで
話題を集める、現代の浮世絵師・山田全自動
さんと竹田市がコラボレーション！ 竹田市
“あるある”を描いたオリジナルのLINEスタン
プを作っていただくことになりました。竹田
市民・竹田市出身者・竹田ファンの方を対象
に、竹田のあるあるネタやユニークな方言
（10文字以内）を募集します。
募集期間　12月１日㈰～ 31日㈫
応募方法　右記のＱＲコードを読み込み、投稿
フォームからご応募いただくか、竹田市観光
ツーリズム協会に備え付けの応募用紙に必要事
項を記入のうえ、提出してください。
※応募いただいた作品の中から、審査のうえ、
30点程度がLINEスタンプになる予定です。
※先着100名様に山田全自動さんが描いた竹田市オリジナル
のイラストをステッカーにしてプレゼント！

■申・問 ＮＰＯ法人竹田市観光ツーリズム協会　☎63-0585
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たけたんインフォ

■申
・

問 

大
分
県
立
聾
学
校
（
〒
８

７
０

－

０
８
２
３　

大
分
市
東
大
道

２

－

５

－

12
）　

☎
０
９
７

－

５
４

３

－

２
０
４
７　

FAX
０
９
７

－

５
４

６

－

２
１
１
１

対
象　

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
方

（
両
眼
の
矯
正
視
力
が
お
お
む
ね

０
・
３
未
満
の
方
）。
年
齢
は
問
い

ま
せ
ん
。

募
集
学
科
及
び
募
集
人
数

○
本
科
普
通
科
（
中
学
校
卒
業
の
方
）

　

高
等
学
校
卒
業
資
格
を
取
得
し
、

大
学
進
学
・
就
職
等
を
め
ざ
し
ま

す
。（
単
一
障
が
い
学
級
は
８
人
、

重
複
障
が
い
学
級
は
３
人
）

○
専
攻
科
（
高
校
卒
業
以
上
の
方
）

　

保
健
理
療
科
（
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
師
国
家
資
格
を
め
ざ
す
学

科
）、
理
療
科
（
あ
ん
ま
師
・
は
り

師
・
き
ゅ
う
師
国
家
資
格
を
め
ざ
す

学
科
）
と
も
に
８
人

出
願
期
間　

令
和
２
年
２
月
17
日

㈪
～
21
日
㈮

※
出
願
書
類
は
12
月
２
日
㈪
か
ら
配

布面
接
・
適
性
検
査　

令
和
２
年
３
月

３
日
㈫

学
力
検
査　

令
和
２
年
３
月
10
日
㈫

■申
・

問 

大
分
県
立
盲
学
校
（
〒
８

７
０

－
０
０
２
６　

大
分
市
金
池
町

３
－

１

－

75
）　

☎
０
９
７

－

５
３

２
－

２
６
３
８　

FAX
０
９
７

－

５
３

２

－

２
６
３
６

日
時　

令
和
２
年
１
月
11
日
㈯　

午

後
１
時
～
４
時

会
場　

豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館

和
室
（
豊
後
大
野
市
役
所
２
階
）

相
談
内
容　

司
法
書
士
に
関
し
て
は

相
続
、
贈
与
、
売
買
等
の
不
動
産
登

記
等
▼
土
地
家
屋
調
査
士
に
関
し
て

は
建
物
新
築
増
築
、
土
地
分
筆
等
不

動
産
の
表
示
に
関
す
る
登
記
等
▼
行

政
書
士
に
関
し
て
は
官
公
署
に
提
出

す
る
書
類
の
作
成
等

問 

大
分
県
司
法
書
士
会
豊
肥
支
部

（
渡
部
）
☎
63

－

３
１
５
５
／
大
分

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
豊
肥
支
部

（
濱
田
）
☎
０
９
７
４

－

22

－

６
３
３

２
／
大
分
県
行
政
書
士
会
豊
肥
支
部

（
春
野
）
☎
０
７
０

－

４
７
４
３

－

２

９
９
０

日
時　

令
和
２
年
１
月
29
日
㈬
・
30

日
㈭　

午
前
８
時
50
分
～
午
後
５
時

会
場　

大
分
県
立
農
業
大
学
校

受
講
料　

１
４
３
０
０
円
と
テ
キ
ス

ト
代
８
８
０
円

■申
・

問 

（
一
社
）
大
分
県
労
働
基
準

協
会
豊
後
大
野
支
部　

☎
０
９
７

４

－

26

－

４
１
１
５　

FAX
０
９
７
４

－

26

－

４
１
４
６

募
集
コ
ー
ス　

３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用

科
、
溶
接
施
工
技
術
科
、
建
築
Ｃ
Ａ

Ｄ
・
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、
設
備
技

術
科

訓
練
期
間　

令
和
２
年
２
月
４
日

㈫
～
７
月
29
日
㈬

募
集
期
間　

12
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮

受
講
料　

無
料

※
説
明
会
を
12
月
17
日
㈫
に
行
い
ま
す
。

■申
・

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
大
分
市
皆
春
１

４
８
３

－

１
）　

☎
０
９
７

－

５
２

９

－

８
６
１
５

令
和
２
年
度 

大
分
県
立
盲
学
校

高
等
部
入
学
者
募
集

相
談
会

司
法
書
士
・

土
地
家
屋
調
査
士
・

行
政
書
士
無
料
法
律
相
談

講
習
等

ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

公
共
職
業
訓
練  

２
月
受
講
生

　奨学金は無利子の貸与です。文系学部、理工系学部問わず（但し、医学

部や薬学部国家試験課程除く）、申込者の中から里見奨学金（給付）に推

薦します。

出願資格　保護者等が県内に住所を有し、学校教育法第１条に規定する大

学（通信により教育を行う課程、別科、専攻科及び大学院を除く）及び短

期大学に在学、または進学を希望する方で当会の定める基準を満たす方

出願期間　12月27日㈮まで（消印有効）

貸与期間　令和２年４月から在学する学校の正規の最短修業期間

募集人員及び貸与月額

一般奨学金 伊藤隼・マサ代・孝子奨学金

募集人員　100人 募集人員　５人（１年生）

貸与金額（月額） 貸与金額（月額）

学校区分 自宅 自宅外 学校区分 自宅 自宅外

国公立大学 39,000円 43,000円
国公立大学 50,000円 56,000円

（　）内は短大 （39,000円）（43,000円）

私立大学 46,000円 54,000円
私立大学 59,000円 69,000円

（　）内は短大 （45,000円）（51,000円）

■申・問  公益財団法人大分県奨学会（大分市府内町3-10-1 大分県庁舎別館

８階） ☎097-506-5620　URL:http://www.d-b.ne.jp/syogaku/

令和２年度大学奨学生を募集します
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　「友だちが結婚しました。嬉しいはずなのに、なぜか素

直に喜べず、落ち込んでしまっています。そんな自分が

嫌いです」婚活中の男女に、そんな相談をよく受けます。

　自分一人ではなく、うまくいった誰かと比べた時、心

にモヤモヤとした影が湧いてきて、重たくなる。そんな

ときどうすればいいのでしょう。

　最初に言うと、落ち込むこと自体は、悪いことでもな

んでもありません。落ち込んでいるというこの気持ち

は、自分の「心が動いている」証拠です。人間ですから、

浮き沈みがあって当然。その気持ちを否定したり、無理

になくす必要はありません。

　むしろ、落ち込みや辛い気持ちを感じなくなってし

まっている「心が動かない状態」の方が、婚活にはマイ

ナスに働きます。「心が動かない」と、人を好きになりに

くいですから。

　でも、落ち込んだあとにどうするかが、大事です。ポ

イントは２つあります。ひとつめは自分自身を否定しな

いこと。ふたつめは、立ち止まり続けず、一定期間を過

ぎたら出会いに向けて動き出すということです。行動に

引っ張られて、心も動いていくことが多いのです。

　落ち込んでいる気持ちを感じたときに、ぜひ思い出し

てくださいね。

竹田の婚活情報はコチラから

　　　　　→竹田えんむすび（http://taketa-en.info/）

竹田の婚活を“のぞき見”コラム⑬

「どうして自分は、うまくいかないんだろう」
と悩んでしまった時は

竹田えんむすび公式サポーター

合同会社ｆｕｆｕ 代表　市原　史帆

　
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た

竹
田
市
飛
田
川
弓
道
場
を
、
竹
田

市
弓
道
連
盟
（
加
藤
正
義
会
長
）
の

皆
さ
ん
が
市
内
事
業
所
等
の
協
力

を
得
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
整
備
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
植
木
の
伐
採
や
剪
定
、
安
土
（
的

を
か
け
る
盛
り
土
）
の
改
修
、
矢
道

（
射
場
か
ら
的
ま
で
の
矢
の
通
り

道
）
の
砂
利
等
の
敷
き
詰
め
、
矢
取

り
道
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
や
屋

根
の
取
り
付
け
な
ど
、
約
２
年
が
か

り
で
整
備
し
、
今
年
９
月
に
完
成
し

ま
し
た
。

　
11
月
３
日
に
は
き
れ
い
に
な
っ
た

弓
道
場
で
「
第
38
回
竹
田
市
紅
葉

ま
つ
り
弓
道
大
会
」
が
開
か
れ
、
県

内
外
か
ら
参
加
し
た
１
１
０
人
の

弓
道
愛
好
家
が
弓
矢
の
腕
前
を
競

い
ま
し
た
。

市
弓
道
連
盟
の
皆
さ
ん
が
整
備

き
れ
い
に
な
っ
た
弓
道
場
で
腕
を
競
う

↑きれいになった弓道場で腕を競う竹田市紅葉まつ

り弓道大会の参加者

↑矢道に玉石を敷き詰め、矢取り道には屋根を取

り付けるなど、竹田市弓道連盟の皆さんにより

整備された竹田市飛田川弓道場

①
事
務
職
員 

１
人 

14
・
４
万
円 

②

大
工 

１
人 

19
・
２
～
36

万
円 

③
介

護
職 

２
人 

13
・
７
～
17
・
７
万
円 

④
ナ
イ
ト
フ
ロ
ン
ト 

１
人 

18
～
20
万

円 

⑤
接
客
係 

１
人 

14
・
５
万
円 

⑥

農
作
業
員 

１
人 

16
・
１
万
円 

⑦
厨

房
職
員 

２
人 

14
・
３
～
22

万
円 

⑧

製
材
工 

１
人 

13
・
２
～
26
・
４
万
円 

⑨
一
般
事
務 

２
人 

14

～
18

万
円 

⑩

配
送
員 

１
人 

18

～
25

万
円 

⑪
給

食
・
調
理
業
務 

１
人 

14

～
16

万
円 

⑫
正
看
護
師 

１
人 

19
・
３
～
22
万
円

〔
パ
ー
ト
求
人
〕
（
時
給
）

⑬
販
売
ス
タ
ッ
フ 

１
人 

８
０
０
円 

⑭
営
業
事
務
員 

１
人 

８
０
０
円 

⑮

介
護
士 

１
人 

１
２
０
０
円 

⑯
送
迎

運
転
手 

１
人 

８
０
０
円 

⑰
洗
浄
員 

２
人 

８
０
０
円 

⑱
客
室
清
掃
員 

１

人 

９
０
０
～
１
０
０
０
円 

⑲
販
売
員 

２
人 

９
２
０
円 

⑳
精
肉
担
当
者 

２

人 

８
５
０
円 

㉑
清
掃
ス
タ
ッ
フ 

２

人 

７
９
０
～
８
０
０
円 

㉒
調
理
補
助 

３
人 

７
９
０
～
９
０
０
円 

㉓
売
場
担

当
ス
タ
ッ
フ 

１
人 

７
９
０
円 

㉔
レ

ス
ト
ラ
ン
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ 

１
人 

１

０
０
０
～
１
２
０
０
円

問 

竹
田
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク 

☎
63-
１
１
０
１

地
元
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

ふ
る
さ
と
求
人
情
報
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小児科外来休日当番医院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230） 
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

当番日 医　療　機　関

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）
受診時の注意 当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合がありま
す。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署(☎63-0119)に電話でご確
認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束
処方となることがあります。なお、毎月の当番表については、「おおいた医
療情報ほっとネット」で公開しています。

※診療時間　9：00～12:00（受付11:30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページでも確認すること

ができます。 

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

12月の休日及び夜間の在宅当番医院

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

※１月４日㈯まで掲載しています。

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00
注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらう
ようお願いします。

・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前に
症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日

当番病院を受診してください。
※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新の

情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧い
ただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

第48回　児童虐待の予防を！

　
テ
レ
ビ
等
で
児
童
虐
待
の
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
く
た
び
に
胸
を
痛
め
て
い
る

方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。「
な
ぜ
、

そ
ん
な
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？

自
分
な
ら
あ
り
え
な
い
」
な
ど
と
お

感
じ
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
子
育
て
中
の
方
々
に

聞
く
と
、「
実
は
虐
待
に
い
た
り
そ

う
に
な
っ
た
瞬
間
が
あ
り
ま
し
た
」

と
答
え
ま
す
。「
子
育
て
」
は
そ
れ

ほ
ど
過
酷
で
、
虐
待
は
遠
い
話
で
は

な
い
こ
と
を
私
た
ち
は
知
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
乳
幼
児
虐
待
で
死
に
い
た
っ
た
子

ど
も
の
４
割
が
０
歳
児
で
、
そ
の
半

数
が
３
か
月
未
満
児
で
あ
っ
た
と
の

調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が

生
ま
れ
た
喜
び
と
頑
張
ろ
う
と
い
う

気
持
ち
が
、
夜
間
の
睡
眠
不
足
を
は

じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化

の
結
果
、
冷
静
に
な
れ
ば
あ
り
え
な

い
こ
と
を
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
の
で
す
。
若
い
保
護
者
を
支
え
る

上
の
世
代
の
方
々
は
「
自
分
が
し
て

き
た
こ
と
だ
か
ら
、
次
の
世
代
の
人

た
ち
も
で
き
て
当
た
り
前
」
と
思
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
社
会
構
造
が
変

わ
っ
て
い
る
た
め
、
前
世
代
で
で
き

て
い
た
こ
と
も
、
現
世
代
で
は
当
た

り
前
で
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
時
代
に
応
じ
た
心
身
の
ス
ト
レ
ス

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
応
じ
た
子
育

て
支
援
が
必
要
で
す
。

　
産
婦
人
科
退
院
か
ら
３
、
４
か
月

健
診
ま
で
の
子
育
て
支
援
を
強
化
す

る
た
め
に
、
竹
田
市
で
は
「
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」
に
て
保
健
師

の
家
庭
訪
問
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
が
今
、
勤
務
す
る
中
津
市
民
病
院

で
は
「
マ
マ
パ
パ
子
育
て
サ
ロ
ン
」

を
開
設
し
、
子
育
て
の
小
さ
な
不
安

や
疑
問
を
気
軽
に
小
児
科
医
と
小
児

科
ス
タ
ッ
フ
に
相
談
で
き
る
場
を
設

け
て
い
ま
す
。

　
竹
田
か
ら
不
幸
に
な
る
子
ど
も
が

出
な
い
よ
う
、
地
域
全
体
で
保
護
者

と
子
ど
も
を
支
え
て
く
だ
さ
い
。

（
大
分
大
学
客
員
教
授
　
是
松
聖
悟
．）

12／　１㈰
12／　８㈰
12／15㈰
12／22㈰
12／29㈰
12／30㈪
12／31㈫
 １／　１㈬
 １／　２㈭
 １／　３㈮
 １／　５㈰

長湯ごとう歯科
竹田市荻歯科診療所
まつもと歯科クリニック
久住加藤医院　歯科診療部
長湯ごとう歯科
竹田市荻歯科診療所
ふじさわ歯科医院
竹下歯科医院
歯科筑紫医院
長湯ごとう歯科
竹田市荻歯科診療所

☎75-3001
☎68-3263
☎62-2400
☎76-0008
☎75-3001
☎68-3263
☎64-1118
☎62-2662
☎76-0024
☎75-3001
☎68-3263

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

１

２

３

４

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

64-7777

63-2270

63-2083

76-0008

75-2222

63-2304

64-7777

63-3241

63-2270

63-2006

63-2083

63-3387

64-9000

63-3241

64-7777

63-2270

63-2083

63-2246

竹田診療所

柚須医院

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

大久保病院

志賀内科

柚須医院

安西皮膚科

竹田医師会病院

大久保病院

竹田医師会病院

大久保病院

竹田医師会病院

大久保病院

竹田医師会病院

大久保病院

大久保病院

道全内科

志賀内科

久住加藤医院

伊藤医院

くどう循環器科・内科

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

加藤内科医院

志賀内科

須小耳鼻咽喉科

竹田クリニック

竹田医師会病院

大久保病院

道全内科

志賀内科

秦医院

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

62-4014

63-2016

64-7777

63-3241

63-2270

64-7777

63-2083

63-2016

63-3232

63-3241

64-7777

63-3241

64-7777

63-3241

64-7777

63-3241

64-7777

豊後大野市民病院
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
豊後大野市民病院
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
みやわき小児科
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
豊後大野市民病院
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
みやわき小児科
豊後大野市民病院
豊後大野市民病院
豊後大野市民病院
豊後大野市民病院
豊後大野市民病院
みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所
豊後大野市民病院・みやわき小児科

12／　１㈰
12／　７㈯
12／　８㈰
12／14㈯
12／15㈰
12／21㈯
12／22㈰
12／28㈯
12／29㈰
12／30㈪
12／31㈫
 １／　１㈬
 １／　２㈭
 １／　３㈮
 １／　４㈯
 １／　５㈰

休日・夜間の在宅当番医院／えがおの子育て小児科
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わ
た
し
た
ち
が
見
守
っ
て
い
ま
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
皆
さ

ん
の
身
近
に
住
ん
で
い
る
方
で
、
そ

の
地
域
を
よ
く
知
り
、
社
会
福
祉

活
動
に
熱
意
を
も
っ
て
い
る
方
の
中

か
ら
厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
し
ま

す
。
そ
の
活
動
に
対
し
て
の
報
酬
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
委
員
の
任
期
は

３
年
間
で
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
く
に
は
、
と
も
に
支
え

合
い
、
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
が

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
あ
り
、
12
月
１
日
付
け
で
次
の
方
々
が
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

必
要
で
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

　
家
族
や
住
居
、
健
康
の
こ
と
な

ど
、
生
活
上
の
あ
ら
ゆ
る
悩
み
ご
と

に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務

が
あ
り
、
相
談
内
容
や
秘
密
が
他

に
漏
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

主
任
児
童
委
員
と
は

　
近
年
の
児
童
に
対
す
る
問
題
の

複
雑
化
や
重
要
性
か
ら
、
積
極
的

に
問
題
に
対
処
し
て
い
く
専
門
員

が
必
要
と
な
り
、
主
任
児
童
委
員

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
担
当

す
る
地
域
は
持
た
ず
、
従
来
の
区

域
を
担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
一
緒
に
、
子
ど
も
の
問
題
や

子
育
て
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　親身になって相談を受け、一緒になって考え、関

係機関と連携を図りながら解決を目指します。安心

してご相談ください。

問 社会福祉課管理係　☎63-4811

●民生委員・児童委員の皆さん（敬称略）

中
　
　
　
央

竹
　
　
　
田

主
任
児

童
委
員

地区 氏 名 担当自治会電話番号

島田　克子

山﨑　勢子

江上　友章

和田　　基

渡会　良治

土居　武志

太田　雪子

後藤　　公

大久保典子

しま　 だ　　　　かつ　 こ

やま　さき　　　 せい     こ

   え   がみ　　　   とも   あき

   わ     だ　　　　　　 はじめ

わた   らい　　　 りょう   じ

  ど      い　　　　 たけ    し

おお    た　　　　 ゆき    こ

  ご　 とう　　　　　　ただし

おお    く        ぼ    のり     こ

63-1371

62-2813

63-0055

63-3324

63-1492

63-3135

63-3013

62-3242

63-1846

東古町、西古町、浦町、慶順町

下本町、中本町、東本町、下町

向町、府内町、田町、新町

上町、上本町、寺町

久戸、上角東、殿町、上角西、鬼ケ城

山手、溝川、山川、茶屋ノ辻

杣谷、鷹匠町、川向、城北町

片ケ瀬、提灯谷、岡城通り

地区 氏 名 担当自治会電話番号

東
　
　
　
　
　
部

岡
本

明
治

豊
　
　
岡

主
任
児

童
委
員

主
任
児

童
委
員

（選任中）

峯田久美子

河野　仁美

添田　　龍

河野三枝子

阿南　哲也

小泉　好隆

原田　順一

平尾　　胖

河野　啓士

秦　智香子

河野　陽一

河野れい子

（選任中）

みね    だ　  く        み      こ

かわ　 の　　　　 ひと    み

そえ　 だ　　　　　　 りゅう

かわ     の      み       え      こ

  あ     なん　　　 てつ     や

  こ   いずみ　　　よし   たか

はら     だ 　　　 じゅん いち

ひら     お　　　　　　  ゆたか

かわ　 の　　　　けい     し

しん　　　　ち       か      こ

かわ　 の　　　　よう   いち

かわ     の　　　　　　　こ

63-4391

63-4323

090-3074-2189

63-4075

63-4262

63-2434

63-1635

62-3470

63-4616

63-0088

63-3675

63-0960

羽恵、濁淵、挾田

坂上、坂下、宮山、真菰、上坂下

中村、小賀、立石、枝

十一、上平田、小仲尾

長慶、政所、鬼田、荻迫

折立、橋宇津、田平、前田平、小高野

上下木、下木、赤坂、鏡

屏風ケ淵、三砂

田原、天神、田原東、中飛田

上飛田、荒巻、坂折、塩付、下平田

鹿口、上鹿口、上平、一本木

千引、七里、七里団地、ニュータウン七里、ニュータウン七里南

地区 氏 名 担当自治会電話番号

南
　
　
　
部

主
任
児

童
委
員

入
田

嫗
岳

宮
　
砥

白井　幸光

阿南すみ子

渡邊　義憲

渡辺　恭介

丸山　勝利

阿南　建正

工藤ヨシ子

一宮　順三

酒見　清子

川野　和代

釘宮　悦子

しら　 い　　　　ゆき   みつ

 あ　  なん　　　　　　  こ

わた   なべ　　　  よし   のり

わた   なべ　　　 きょう すけ

まる　やま　　　 かつ   とし

  あ     なん　　　 けん   せい

  く　 どう　　　　　　  こ

いち   みや　　　 じゅん ぞう

さか　 み　　　　 すが　こ

かわ    の　　　　  かず   よ

くぎ   みや　　　  えつ     こ

63-0132

62-2450

62-2251

67-2752

67-2557

67-2667

67-2085

67-2505

67-2050

67-2016

67-2905

小高野、矢原、河宇田、大仲寺

泉水、笹尾、長小野、大津留、出合

牧、政所、姿岩本、太田原

倉木下、倉木上、田井

吐合、井手の上

名子、中角、辻原、横平

次倉、高山、宮戸

瀬の口、中央、妙見

田原、久小野、紺屋、緩木

滝部、百木、小川　

西
　
　
　
　
　
　
部

玉
　
　
来

松
　
本

菅
　
生

主
任
児

童
委
員

主
任
児

童
委
員

地区 氏 名 担当自治会電話番号

阿南八千代

甲斐　政德

野仲　敏子

阿南　市代

大久保千代子

渡邉　保隆

山室　哲一

後藤　和美

山口　澄子

安倍　昌美

藤原　康生

椎原　文夫

髙本　輝秋

大塚　修生

阿南　直秀

後藤　文子

  あ　 なん　や       ち       よ

  か      い　　　　まさ　のり

 の　   なか　　　 とし     こ

  あ　 なん　　　  いち    よ

おお  く      ぼ　ち　 よ　 こ

わた   なべ　　　   やす  たか

やま   むろ　　　 てつ   いち

  ご　 とう　　　   かず　み

やま   ぐち　　　  すみ　 こ

  あ　   べ　　　　まさ　 み

ふじ   わら　　　   やす　お

しい　はら　　　  ふみ　 お

たか   もと　　　   てる  あき

おお   つか　　　 しゅう せい

  あ　 なん　　　  なお  ひで

  ご　 とう　　　  ふみ　 こ

62-4786

090-9562-1059

62-3214

63-2046

62-3743

63-0813

090-1715-8367

090-6778-8693

090-3734-4185

63-3616

65-2005

65-2279

65-2888

65-2202

62-2298

62-4861

桜瀬、拝田原

阿蔵、東

東中

西、西中

吉田、中尾、恵良

大正、岩本

薊菜、穴井迫、下田、渡瀬、松恵

漆迫、向山田、岩瀬

大津留上、栃鶴、大津留下

松円、下矢倉、下矢倉団地、音羽

小塚、旧池部、田代、池部、上今、楠野、下今

平井、下菅生北、下菅生南

原山、上菅生、中央

戸上、国方、西戸上、戸上南
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わたしたちが見守っています ほか

　
　
　
　
　

直
　
　
　
　
入

直
　
　
　
　
入

主
任
児

童
委
員

地区 氏 名 担当自治会電話番号

秦　　郁子

田北　文利

渕野　隆敏

菊地　玉喜

工藤　孝行

村上　桂子

田北　京子

しん　　　　　  　いく    こ

  た　 きた　　　  ふみ   とし

ふち     の　　　　たか   とし

きく     ち　　　　たま　 き

  く　 どう　　　   たか  ゆき

むら   かみ　　　   けい    こ

  た    きた　　　 きょう   こ

75-2473

75-2315

75-2404

75-2065

75-2383

75-3118

75-3230

78-1861

78-1573

75-2317

75-2446

66-2289

66-2745

66-2513

66-2529

66-2110

66-3233

66-2837

66-2867

66-3146

66-3176

籾山、花立、スカイビュー、美晴が丘

沢水、辻、冬田、南、孝寿ハイツ

原口、名子山、釘小野、山中

城後、二又、梶屋

橘木、仲村、草深

小津留、山浦、飛竜野、塩手

藤目、須郷、平沢水、神の原

北
　
　
　
部

宮
　
城

城
　
原

主
任
児

童
委
員

地区 氏 名 担当自治会電話番号

古澤　歳治

副田　一三

菅　　健二

本田　　守

森　太喜夫

斉藤　　修

渡邊　久男

志水　章雄

佐藤美紀代

大津　祐二

ふる　さわ　　　  とし   はる

そい     だ　　　　かず    み

すが　　　　　　  けん   じ

ほん　 だ　　　　　　 まもる

もり　　　　 た      き      お

さい   とう　　　　　　おさむ

わた　なべ　　　  ひさ    お

  し　 みず　　　  あき     お

   さ　とう　  み      き      よ

おお　 つ　　　　 ゆう   じ

市用、下志土知下、下志土知上、下志土知

川床下、上川床、志土知、久保

炭竃、刈小野下、刈小野、上畑、三本松

上坂田東、上坂田西、古園

紙漉、柚長、米納、神町、宮の上

雉ケ平、高伏

法泉、轟木、木原

下坂田東、下坂田西、下深迫、上深迫、福原

神川、鉢山、長田尾、小川、北尾鶴、熊地

68-3510

090-4569-1366

68-3203

68-2626

68-2686

68-3462

68-2116

68-3163

090-8227-9623

090-9560-2137

68-3100

68-3017

76-0822

76-1365

76-0879

76-0600

77-2685

77-2448

77-2516

77-2719

080-5215-7732

76-0280

76-2815

76-0224

76-0335

76-0467

76-0661

76-0055

荻

荻

主
任
児

童
委
員

地区 氏 名 担当自治会電話番号

佐藤　孝幸

原田　優子

立川　昌男

後藤　昭一

小伏間賢司

佐藤　精治

後藤　信市

佐藤冨士夫

熊谷　樹裕

倉野　勇治

後藤　隆一

赤木眞由美

  さ　とう　　　   たか  ゆき

はら    だ　　　　  ゆう    こ

たつ   かわ　　　  まさ    お

   ご　とう　　　 しょう いち

  こ     ぶす    ま     けん    じ

   さ　とう　　　  せい    じ

  ご　 とう　　　   しん  いち

   さ    とう    ふ       じ      お

くま　がい　　　　き　 ゆう

くら　 の　　　　 ゆう    じ

  ご　とう　　　 りゅう  いち

あか     き　   ま      ゆ      み

馬場、高城

桜町東、桜町南

桜町西、桜町栄

桑木、藤渡

木下、政所

新藤、南河内

恵良原、馬背野

仏面、叶野、高練木、大平

柏原、瓜作、北原

陽目、宮平、田代

西福寺、鴫田

久
　
　
　
　
　
　
住

久
　
　
　
　
　
住

主
任
児

童
委
員

主
任
児

童
委
員

地区 氏 名 担当自治会電話番号

木村　信義

北條　正明

菊池みどり

工藤　久憲

鷲司　智子

田北　久己

廣瀬　文江

池見　充代

田北　敏彦

井　誠一郎

志賀　久昭

志賀　洋子

賀籠六めぐみ

  き　 むら　　  　のぶ   よし

ほう  じょう　　　 まさ  あき

きく　 ち

  く　 どう　　　  ひさ　のり

わし   づか　　　  とも　 こ

  た　きた　　　  ひさ     み

ひろ     せ　　　　ふみ　 え

いけ　 み　　　　みつ　 よ

 た　 ぎた　　　   とし   ひこ

いい　　　  せい   いち   ろう

  し　   が　　　　ひさ   あき

  し　   が　　　　よう　 こ

  か    ご   ろく

仲原、仲原住宅、白丹住宅、中通、瀬戸杉の原、丸山

東小路、西小路、尾登、米賀、添ヶ津留、白丹町

梅の木、稲葉、鷹の巣、後山、南稲葉、荻の迫

寺原、巣原、陽谷、添ケ迫、宮原

仏原、須崎、石田、市

板切、小柳、広内、宮処原、向原、 六反原、石原

有氏、湯の上、七里田、塔の原、岳麓寺

本町、道園、牧ノ元、新妍住宅

下町、阿蔵野、阿蔵野東、神馬

今村、青柳、加良登、境川、加生島

室、山中、建宮、赤川、平木、仲村

千人塚、古市、冷川、千人塚新町、さくら住宅、
久住高原農業高、栢木、池の口、千人塚本町、
池の口住宅、千人塚栄町、馬場、千人塚中央

老野、塔立、古屋敷、小倉、柚木、
峰越、東部、まほろばの丘、小倉峠

新町、新町住宅、桐迫住宅、杉小野、
田向町、飛森、田向住宅、久住荘

芋迫、南ケ代、湯の香、大和町、尚栄町、
新栄町、本町、上町、御前湯、天神町、
長生湯、丸山、山脇、元町、ドイツ村

栃原、日向塚、上野、南原、四ツ口、
長野、筒井、神堤、芹川団地

桑畑上、桑畑中、桑畑下、新田、
下河原、原、東原、日向、柚柑子

木部眞理子
  き　   べ　  ま       り      こ

安達　悦子
  あ　 だち　　　  えつ     こ

清水　和枝
  し 　みず　　　  かず　 え

廣瀬　唯文
ひろ     せ　　　　ただ   ふみ

くぎ　みや　　　  しず　 こ

た　 なか

釘宮　静子

佐々木雅子
   さ　  さ　   き　 まさ　 こ

田中シズカ

　令和２年度の認可保育所（園）、認定こども園及び
私立幼稚園の入園申込受付を行います。
　竹田市子育て世代包括支援センター（社会福祉課
内）、各支所地域振興課及び各入園希望施設に備え
付けの申請書に必要事項を記入・押印のうえ、添付
書類と併せてお申し込みください。
　詳しい内容は、12月の自治会長宛て配布文書で班
回覧される「令和２年度保育所・認定こども園及び
私立幼稚園入園のご案内」をご覧ください。
　また、令和２年４月から私立保育所の「荻保育園」
が幼保連携型認定こども園「荻げんきこども園」へ
の移行を予定しています。認定こども園の教育利用
（１号認定）を希望する場合、申込書類は施設へ直
接提出することとなりますのでご注意ください。
受付期間　12月９日㈪～令和２年１月10日㈮（土・
日・祝日及び年末年始を除く）
※先着順ではありません。ただし、受付期間内に申
し込みをされた方が優先されますので、期間内の申
し込みをお願いします。

申し込み・提出先

※認定こども園では保育を必要とする０歳児～５歳
児のほか、保護者の就労状況等に関わりなく、３歳
児～５歳児であればどのお子さんも教育・保育を一
体的に受けることができます。
※保育を必要とせず、幼稚園及び認定こども園の教
育利用を希望する方は直接入園希望施設へ申し出を
してください。内定を受けた後に、施設を通じて利
用のための認定申請をしていただきます。

問 竹田市子育て世代包括支援センター（社会福祉
　 課内） ☎63-4823

希望する教育・保育施設 申し込み・提出先

・保育所（園）
・認定こども園（保育を必

要とする子ども）

・認定こども園（教育利用
を希望する子ども）

・幼稚園（教育利用を希望
する子ども）

竹田市子育て世代包
括支援センター及び
各支所地域振興課

なおいりこども園、
荻げんきこども園

しらゆり幼稚園

認可保育所（園）、認定こども園及び
私立幼稚園の入園申込受付を始めます
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学び舎／まるごと博物館

ま
し
た
。

　
高
齢
者
と
の
交
流
も
続
い
て
い
ま

す
。
君
ヶ
園
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
サ
ツ

マ
イ
モ
の
植
え
付
け
や
収
穫
作
業
は

恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。
作
物

の
成
長
や
実
り
の
秋
を
体
感
で
き
る

催
し
は
毎
年
大
賑
わ
い
で
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
ひ
と
時
が
癒
し
を
与
え
て
く

れ
る
と
お
年
寄
り
か
ら
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
触
れ
合
い
は
、
園
児

一
人
ひ
と
り
に
大
き
な
自
信
を
与
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。
学
校
も
含
め
た

地
域
と
の
交
流
に
さ
ら
に
磨
き
を
か

け
、
園
児
の
成
長
を
こ
れ
か
ら
も
応

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
主
幹
教
諭
　
熊
谷
恵
津
子
）

ぼくた
ち・私たちの

学び舎

　
南
部
小
学
校
に
見
守
ら
れ
る
よ
う

に
、
通
り
を
隔
て
て
た
た
ず
む
南
部

幼
稚
園
舎
に
は
、
南
部
、
祖
峰
、
菅

生
校
区
か
ら
33

名
の
園
児
が
通
園

し
、
終
日
、
小
学
生
に
負
け
な
い
歓

声
を
響
き
渡
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
教
育
目
標
は
「
明
る
く
元
気
で
心

豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育

成
」。
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
や
体
験
、

小
学
校
や
地
域
と
の
交
流
を
通
じ
た

園
児
の
成
長
が
更
に
更
に
大
き
く
な

る
よ
う
保
護
者
と
教
職
員
が
一
体
と

な
っ
た
園
経
営
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
南
部
小
学
校
の
２
年
生
と
は
七
夕

行
事
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
園
児

の
願
い
事
を
短
冊
に
書
い
て
く
れ
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
名
前
の
書
き
順
や

文
字
を
園
児
に
教
え
て
く
れ
る
児
童

に
、
小
学
生
の
や
さ
し
さ
と
温
か
さ

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
生
の
プ
ー
ル
活
動
も

園
児
に
と
っ
て
は
大
き
な
刺
激
と

な
っ
て
い
ま
す
。
南
部
小
の
プ
ー
ル

が
園
舎
の
す
ぐ
裏
に
あ
る
た
め
、
児

童
の
プ
ー
ル
で
の
様
子
が
手
に
取
る

よ
う
に
分
か
り
、「
早
く
小
学
校
の

小
プ
ー
ル
で
あ
そ
び
た
い
！
」
と
意

欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

　
や
さ
し
さ
と
た
く
ま
し
さ
を
教
え

て
く
れ
た
の
は
小
学
生
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
竹
田
南
部
中
学
校
の

３
年
生
と
は
家
庭
科
学
習
を
通
じ
て

「
夏
祭
り
ご
っ
こ
」
を
経
験
し
、
楽

し
い
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き ↑竹田南部中の３年生と夏まつりごっこをしたよ！

今
月
の
学
び
舎

　竹
田
市
立
南
部
幼
稚
園

↑君ヶ園老人クラブの方々と芋ほりをしたよ！

↑南部小の２年生が文字を教えてくれたよ！

岡城の密教寺院「願成院」跡

ま
る
ご
と
博
物
館

168

　
岡
城
駐
車
場
か
ら
近
戸
門
方

面
へ
進
み
、
水
場
を
経
て
登
っ
て

い
く
と
、
岡
城
北
尾
根
へ
と
向
か

う
分
岐
点
に
到
達
し
ま
す
。
左
に

進
ん
で
行
く
と
、
や
が
て
眼
下
に

城
北
町
を
望
む
愛
宕
山
北
尾
根

に
着
き
ま
す
。

　
こ
の
一
帯
は
築
城
時
代
か
ら
元

禄
時
代
に
か
け
て
、
願
成
院
や
愛

宕
社
ほ
か
密
教
寺
院
が
六
社
ほ
ど

建
立
さ
れ
て
い
た
神
仏
習
合
時
代

の
聖
域
で
し
た
。

　
こ
の
愛
宕
山
に
は
元
々
、
延
命

寺
が
あ
り
ま
し
た
が
、
元
和
４

（
１
６
１
８
）
年
愛
宕
社
を
建
立

し
て
、
山
城
国
か
ら
愛
宕
神
社
の

分
霊
愛
宕
権
現
太
郎
坊
を
祀
り
、

岡
城
愛
宕
社
の
守
護
神
の
一
つ
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
愛
宕
権
現
太

郎
坊
は
山
岳
信
仰
と
修
験
道
が

融
合
し
た
神
仏
習
合
の
神
号
で
あ

り
、
本
地
仏
は
勝
軍
地
蔵
と
さ
れ

勝
利
を
も
た
ら
す
神

と
し
て
武
家
の
信
仰

を
集
め
ま
し
た
。

　
ま
た
願
成
院
は
愛

宕
社
勧
請
に
よ
り
、

愛
宕
勝
軍
地
蔵
菩
薩

を
本
尊
と
し
て
岡
藩

の
祈
願
所
と
な
り
、

愛
宕
山
願
成
院
の
山

号
と
な
り
ま
し
た
。

　
岡
城
築
城
時
に
護

摩
堂
を
建
立
し
て
い

ま
す
が
、
元
和
時
代

に
な
る
と
願
成
院
の
寺
域
に
は
愛

宕
社
を
は
じ
め
、
尾
根
の
先
端
に

は
元
和
５
年
に
太
郎
坊
社
、
寛
永

12
（
１
６
３
５
）
年
に
飯
綱
堂
、

さ
ら
に
元
禄
５
（
１
６
９
２
）
年

に
は
聖
天
堂
と
次
々
に
建
立
し
、

密
教
寺
院
と
し
て
の
繁
栄
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
遺
構
の
特
徴
は
神
仏
習
合

で
す
。
平
安
時
代
に
は
神
前
で
読

経
し
た
り
、
神
に
菩
薩
号
を
つ
け

る
な
ど
の
例
が
多
く
な
り
、
ま
た

本
地
で
あ
る
仏
、
菩
薩
が
日
本
で

仮
に
神
の
姿
と
な
っ
た
と
し
て
、

阿
弥
陀
如
来
の
垂
迹
が
八
幡
神
、

大
日
如
来
の
垂
迹
が
伊
勢
大
神
で

あ
る
と
説
く
本
地
垂
迹
説
が
起
こ

り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
平
安
以
降
、
千
年
以

上
神
仏
習
合
の
時
代
が
続
き
ま
し

た
が
、
明
治
維
新
に
伴
う
神
仏
分

離
令
に
よ
り
、
願
成
院
本
尊
は
八

幡
山
大
勝
院
を
経
て
現
在
は
願

成
院
愛
染
堂
へ
、
愛
宕
社
御
神
体

は
岡
神
社
へ
と
分

霊
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
願
成
院
跡

は
、
草
丈
も
伸
び

て
全
容
を
確
認
す

る
こ
と
は
困
難
で

す
が
、
護
摩
堂
北

側
の
岩
壁
に
線
刻

摩
崖
仏
「
釈
迦
如

来
像
」
が
確
認
で

き
、
往
時
を
偲
ば

せ
て
い
ま
す
。

（
井
上
　
隆
）

飯綱堂

護摩堂・聖天堂

愛宕社

太郎坊

↑天明７年岡城絵図

す
い
じ
ゃ
く

がんじょういん
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□□□□□□□□□□

今月の読み聞かせ

開館のご案内

他250冊ほど入りました。

新刊のご案内

一般書
・新青春の門　第九部　漂流篇［講談社］

・潮待ちの宿［文藝春秋］

・人間［毎日新聞出版］

・中国名言集　一日一言［岩波書店］

・ろうそくの科学［岩波書店］

・不良という矜持［自由国民社］

・ぼけますから、よろしくお願いします。［新潮社］

・別府式湯～園地大作戦～地域のために情熱を注ぐすべて

 の人たちへ～［ＴＣ出版］

・ふたりの桃源郷［文藝春秋］

・ランベルマイユコーヒー店［ちいさいミシマ社］

　

児童書
・おもちさんがね…（おいしいともだち）［童心社］

・みんないきもの（こどものための実用シリーズ）

　［朝日新聞出版］

・なにかな？なにかな？ドラえもん

　（ドラえもんファーストブック）［小学館］

・にんじゃつばめ丸［ブロンズ新社］

・とべる！なわとび（ドラえもんの学習シリーズ）［小学館］

・うみからきたおとこのこ（紙芝居）［童心社］

・安倍晴明（コミック版日本の歴史71）［ポプラ社］

・鬼遊び〔３〕　髑髏の手まり歌［小峰書店］

五木　寛之

伊東　潤

又吉　直樹

井波　律子

ファラデー

下重　暁子

信友　直子

長野　恭紘、清川　進也

佐々木　聰

オクノ修　詩／nakaban　絵

とよた　かずひこ

阿部　健一　監修

藤子・Ｆ・不二雄　原作／くりはらみさき　絵

市川　真由美　文／山本　孝　絵

藤子・Ｆ・不二雄　原作／ひじおか　誠　まんが

堀内　誠一　再話・絵／堀内　紅子　脚本

加来　耕三　ほか

廣嶋　玲子　作／おとないちあき　絵

　さあ、今年もあと１か月となりました。クリスマス

や大晦日、お正月など楽しい行事がいっぱいですね。        

　今年読んでおきたかった本はありませんか？コタツ

でゆっくり本を広げてみませんか？本を読んで心も

あったかくなりますように！皆さまのお越しをお待ち

しています。

　「掌篇歳時記　春夏」に続いて刊行された一

冊。

    　乃東枯（なつかれくさかるる）、玄鳥去（つ

ばめさる）地始凍（ちはじめてこおる）…。

　西村賢太、重松清ら、12人の作家の想像力

で、「二十四節気七十二候」が現代の物語に生

まれ変わった小説集。

おはなしひろば　　　　　　毎週火曜日  午前10時30分～11時　おはなしひろば

おはなしルーム　　　　　　12月 ５日㈭ 午後 ２時～ ２時30分　竹田幼稚園

　　　　　　　　　　　　　12月12日㈭ 午後 ２時～ ２時30分　南部幼稚園

たけのこ文庫のおはなし会　12月22日㈰ 午後11時～11時45分　クリスマスキャロルにて

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）

直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）

　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）

直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）

　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

司書おすすめの一冊

「掌篇歳時記　秋冬」

西村　賢太 ほか　　講談社

　待ちに待った楽しいクリスマスの絵本は

いかがでしょう！

　僕がクリスマスの朝に見つけた箱はサン

タさんの箱でした。ベッドの下にかくしたサ

ンタさんの箱をそっとあけてみると…。サン

タさんはそりに乗ってどんどん進み 、家に

近づいてきました！ワクワクドキドキのクリ

スマスイブの楽しい夜を描いた絵本です。

「クリスマスのふしぎなはこ」
長谷川　摂子　文／斉藤　俊行　絵　　福音館書店

「子どもたちとたどる絵画の歴史
　　　　　　　世界の名画物語」

ミック・マニング、ブリタ・グランストローム　　六耀社

児童書

12月

「白牡丹」

阿部　寿岳　　本阿弥書店

郷土の本

一般書

　レンブラントやピカソ、ターナーから北斎、

ローラ・ナイトまで美術史を彩った巨匠38人

の名画の裏に隠された「おどろき」の物語。豊

富なイラストで、作品に秘められたエピソード

が次々と繰り広げられて紹介されています。想

像力あふれる美術史の入門書です。

　竹田在住の著者による第二句集が上梓されま

した。平成14年第一句集「花吹雪」を刊行後

のこれまでの句の中から308句を選んだ一冊。

「自然を大切にする」「写生を重んずる」を念

頭に句作を続けられたとのことです。句集名は

庭に咲き続ける牡丹から取り、年々見せてくれ

る白牡丹の美しさと造化の神秘に魅了されて付

けられました。ぜひ読んでみてください。

　「白牡丹神韻縹渺としてかなし」

読み
聞かせに

おすすめの
１冊

※年末年始については12月29日㈰～１月３日㈮が休館となります。

　「第22回クリスマスキャロル」を12月22日㈰の午前11時～11

時45分の間、竹田市立図書館おはなしひろば横のスペースで開

催します。   

　会場の都合により乳幼児の皆さんに限らせていただきます。ク

リスマスのおはなしや、楽しいペープサートなどをお楽しみくだ

さい！   サンタさんからのプレゼントもあるよ♪みんな来てね！      

冬休み図書館まつり・クリスマスキャロルを開催します    

2019年12月発行25



市長コラム

〈第123回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

歴
史
文
化
は
立
ち
止
ま
っ
た
ら
、
た
だ
の
過
去
に
な
っ
て
し
ま
う

　
昨
年
の
11
月
17
日
に
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
で
収
録

さ
れ
、
今
年
の
１
月
15
日
に
全
国
放
映
さ
れ
た
テ

レ
ビ
の
人
気
番
組
『
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
』

は
初
放
映
以
来
、
つ
い
最
近
ま
で
数
回
に
及
ぶ
再

放
送
が
流
れ
て
こ
の
１
年
間
、
全
国
的
な
話
題
に

な
っ
た
。

　
災
害
を
越
え
て
新
築
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
竹
田

市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
が
舞

台
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
テ
レ
ビ
局
も
大
き
な
支
援

体
制
を
築
い
て
く
れ
た
。

　
歴
史
文
化
の
財
産
で
は
世
界
に
誇
れ
る
と
言
っ

て
も
い
い
竹
田
市
だ
け
に
、
竹
田
市
な
ら
で
は
の

出
品
作
が
期
待
さ
れ
た
。
そ
の
一
番
は
、
や
は
り

南
画
の
大
家
で
あ
る
田
能
村
竹
田
と
そ
の
弟
子
た

ち
の
作
品
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
な

か
な
か
適
当
な
お
宝
が
見
つ
か
ら
な
い
。
な
ら
ば

と
、
私
も
南
画
を
趣
味
に
し
て
い
る
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
た
ら
、
と
う
と
う
「
市
長
が
出
た

ら
い
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
竹

田
が
伊
藤
樵
渓
に
宛
て
た
手
紙
を
持
っ
て
ト
ッ
プ

バ
ッ
タ
ー
で
登
場
。
幸
い
、
そ
の
手
紙
は
本
物

だ
っ
た
の
で
一
安
心
し
た
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
、

竹
田
の
弟
子
に
あ
た
る
田
近
竹
邨
の
作
品
を
持
っ

て
出
た
後
藤
建
一
さ
ん
の
水
墨
画
も
70
万
円
と
い

う
こ
と
で
予
想
を
上
回
る
評
価
で
、
会
場
は
拍
手

大
喝
采
。

　
と
こ
ろ
が
で
あ
る
。
私
が
南
画
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
竹
田
市
は
も
ち
ろ
ん
、
県

内
の
知
人
た
ち
と
機
会
あ
る
ご
と
に
情
報
交
換
を

す
る
の
で
あ
る
が
、
最
近
の
南
画
の
評
価
は
地
に

落
ち
て
き
た
と
い
う
の
が
一
致
し
た
見
方
な
の
だ
。

　
中
国
を
源
流
と
す
る
南
画
は
長
崎
を
経
由
し
て

日
本
に
上
陸
し
た
。
詩
・
書
・
画
で
組
み
立
て
ら

れ
た
水
墨
画
を
基
調
に
し
た
南
画
は
、
日
本
に
お

い
て
浦
上
玉
堂
や
田
能
村
竹
田
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
文
人
た
ち
の
世
界
観
を
以
て
独
自
の
魅
力
を

築
い
た
。
い
わ
ゆ
る
文
人
画
で
あ
る
。

　
江
戸
後
期
か
ら
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
南
画
は

一
世
を
風
靡
し
、
竹
田
に
至
っ
て
は
作
品
一
つ
で

家
が
一
軒
建
つ
ほ
ど
の
価
格
で
取
引
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
愛
好
者
が
高
齢
化
し
た
こ
と
や
住

宅
に
床
の
間
が
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
で
、
自
然

に
日
本
人
は
南
画
の
価
値
を
見
失
う
こ
と
に
な
っ

た
。

　
そ
の
一
方
で
、
中
国
で
は
経
済
が
バ
ブ
ル
を
迎

え
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
朝
倉
文
夫
の
友
人
で

あ
る
呉
昌
石
や
斉
白
石
な
ど
の
作
品
は
普
通
サ
イ

ズ
の
掛
け
軸
が
数
千
万
円
で
取
引
さ
れ
る
と
い
う

現
象
が
起
き
て
い
る
。

　
そ
れ
で
も
、
中
国
の
大
学
で
は
や
は
り
伝
統
の

田
能
村
竹
田
を
蘇
ら
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
到
来

水
墨
画
、
山
水
画
が
必
須
科
目
に
さ
れ
る
ほ
ど
大

切
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
文
化
的
流
れ
で
こ
の

夏
、
横
浜
国
立
大
学
の
美
術
教
授
で
あ
る
赤
木
範

陸
先
生
は
中
国
の
国
立
寧
波
美
術
館
か
ら
在
外

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
招
へ
い
を
受
け
、
同
美
術

館
と
私
設
ヤ
ン
フ
ァ
ン
美
術
館
で
二
つ
の
個
展
を

開
催
し
た
の
で
あ
る
。

　
赤
木
先
生
と
竹
田
市
と
の
縁
は
四
半
世
紀
に
及

び
、
今
回
の
中
国
で
の
成
功
を
踏
ま
え
て
、
双
方

の
国
家
戦
略
と
し
て
文
化
交
流
を
実
現
で
き
れ
ば

南
画
の
再
興
と
い
う
課
題
に
も
光
が
見
え
て
く
る

と
い
う
話
が
浮
上
し
た
。

　
ま
ず
、
中
国
の
大
学
院
生
や
画
家
が
田
能
村
竹

田
を
生
ん
だ
竹
田
市
で
ア
ー
ト
レ
ジ
デ
ン
ス
に
よ

る
作
品
制
作
と
展
示
会
を
開
催
。
そ
の
間
、
日
本

に
お
い
て
新
進
気
鋭
の
若
手
画
家
た
ち
と
の
交
流

や
共
同
展
示
を
行
っ
て
、
山
水
図
の
魅
力
を
創
出

す
る
と
い
う
こ
と
。

　
そ
し
て
。
中
国
を
源
流
と
す
る
南
画
（
水
墨
画
）

の
魅
力
を
中
国
の
美
術
館
に
お
い
て
開
催
し
、
中

国
の
人
々
に
田
能
村
竹
田
や
そ
の
弟
子
た
ち
の
作

品
群
に
触
れ
て
も
ら
う
と
い
う
企
画
で
あ
る
。

　
田
能
村
竹
田
が
亡
く
な
っ
て
１
８
０
年
余
り
。

今
こ
そ
、
そ
の
画
業
の
素
晴
ら
し
さ
、
精
神
性
の

高
さ
を
再
認
識
さ
せ
な
が
ら
未
来
に
大
き
な
夢
と

希
望
を
生
み
出
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
構
想

は
田
能
村
竹
田
を
生
み
出
し
た
竹
田
市
以
外
で
は

実
現
で
き
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
た
い
。
　

←水墨画や山水画を中心と

した日中間の文化芸術交

流の可能性を探るため来

竹された、横浜国立大学

教授で画家の赤木範陸先

生（右から２人目）と一般

社団法人令和日中文化芸

術交流協会の黄懐湘理事

（左）、張媛媛さん（右）

あ
か

ぎ

の
り

み
ち

し
ょ
う
け
い

こうかいしょう

ちょうえんえん
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①

②

③

④

⑤

　第20回を迎えた「たけた竹灯籠『竹楽』」が11月

15日から17日まで開催されました。３日間晴天に

恵まれたこともあり、11万９千人が来竹。城下町

を彩る竹灯籠の幻想的な灯りに癒されていました。
↑緻密に配置された竹灯籠とライトアップによる演出で、一幅の水墨画のような世界
観を表現した竹楽八景のひとつ「十六羅漢」

　
荒
廃
が
進
む
竹
林
の
保
全
を
目
的

に
２
０
０
０
年
に
始
ま
っ
た
竹
楽
。

当
初
は
３
千
本
の
竹
灯
籠
で
城
下
町

を
彩
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は

２
万
本
の
灯
り
が
ま
ち
全
体
を
優
し

く
包
み
込
み
ま
す
。

　
竹
楽
を
主
催
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
里

山
保
全
竹
活
用
百
人
会
（
井
上
隆
理

事
長
）
で
は
、
延
べ
３
千
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、
１
年
が

か
り
で
竹
灯
籠
を
準
備
。
斜
め
45
度

に
カ
ッ
ト
し
た
竹
を
一
定
の
比
率
で

シ
ン
プ
ル
な
３
本
組
に
し
、
城
下
町

の
歴
史
的
空
間
に
配
置
し
ま
し
た
。

十
六
羅
漢
や
廣
瀬
神
社
、
キ
リ
シ
タ

ン
洞
窟
礼
拝
堂
な
ど
の
「
竹
楽
八
景
」

と
呼
ば
れ
る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
で
は
人

だ
か
り
が
で
き
、
竹
灯
籠
の
や
わ
ら

か
な
灯
り
が
醸
し
出
す
幽
玄
の
世
界

を
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

　
竹
田
の
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
が
楽
し
め

る
地
産
地
消
屋
台
村
、
ま
ち
か
ど
で

は
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
か
れ
、
県
内
外

か
ら
訪
れ
た
観
光
客
は
晩
秋
の
竹
田

を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　
カ
ナ
ダ
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
市
か
ら

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
来
竹
し
た
レ
イ
・

ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
サ
ン
さ
ん
は
「
竹
灯

籠
の
灯
り
が
と
て
も
美
し
い
。
見
る

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

20年目の竹楽に

11万９千人

①竹灯籠に火を灯す

児童たち②シンプルな

３本組の竹灯籠をバラ

ンスよく配置し、竹楽

八景を演出した「化粧

師」の皆さん③地産地

消屋台村で竹田の“う

まいもん”を買い求め

る観光客④竹楽八景

のひとつ「廣瀬神社」

は、ダイナミックな竹灯

籠の並びがまるで“天

の川”⑤多くの観光客

が幻想的な灯りをカメ

ラに収めていました

現
象
が
起
き
て
い
る
。

品
群
に
触
れ
て
も
ら
う
と
い
う
企
画
で
あ
る
。

実
現
で
き
な
い
こ
と
を
肝
に
銘
じ
た
い
。
　

来
館
者
２
０
０
万
人
達
成

竹姫マルシェ初開催 広がれ！女性の輪

↑認定書を受け取り、「これから
も毎日利用します」と笑顔を
見せる足立さん

竹
田
温
泉
「
花
水
月
」

　
竹
田
温
泉
「
花
水
月
」
が
11
月
６

日
、
来
館
者
２
０
０
万
人
を
達
成
し

ま
し
た
。

　
２
０
０
万
人
目
の
来
館
者
と
な
っ

た
の
は
久
住
町
の
足
立
貞
美
さ
ん

（
80
歳
）。
足
立
さ
ん
に
は
認
定
書
と

１
万
円
分
の
入
浴
券
、
竹
田
の
特
産

品
の
詰
め
合
わ
せ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
13
年
の
開
館
以
降
、
た
び

た
び
入
浴
に
訪
れ
て
い
る
と
い
う

足
立
さ
ん
。
１
か
月
ほ
ど
前
か
ら
は

痛
め
た
足
腰
の
養
生
の
た
め
に
毎

日
通
っ
て
い
る
そ
う
で
、「
花
水
月

に
は
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
や
薬
草
サ
ウ

ナ
、
歩
行
浴
が
あ
り
、
１
時
間
半
か

け
て
ゆ
っ
く
り
入
浴
し
て
い
ま
す
。

い
た
だ
い
た
入
浴
券
で
こ
れ
か
ら
も

毎
日
利
用
し
ま
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　10月27日、「竹姫マルシェ」がグランツたけた芝生広場で

開催されました。

　まちづくりたけた㈱が主催する経営塾セミナー出身の母

親３人で結成した「竹姫」。仕事や子育てをしている女性の

交流の場にしようと、今回初めてイベントを企画しました。

　会場には雑貨や野菜、カレーの販売ブース、ハンドマッ

サージやリース作りの体験ブースなど17店舗が出店し、多

くの親子連れで賑わっていました。

　主催者の一人、安倍美緒さんは「お母さんが笑顔だった

ら、家庭も社会も明るく

なる。『姫だるま』が私た

ちの目指す姿そのもの。

『竹楽』と同じように

100回を目標に取り組

み、次の世代へと繋がっ

ていく活動にしていきた

い」と話しました。

↑願いごとをエコ風船に書き、空に飛ばした
子どもたち。今後も親子で楽しめる催しを
不定期で開催していくそうです

ハートの竹灯籠もお出迎え
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第177回 郷土の植物
（368）

　
低
山
地
の
林
内
に
生
育
す
る
高

さ
２
〜
３
㍍
の
雌
雄
別
種
の
落
葉
低

木
で
す
。
幹
の
大
き
さ
は
10
㌢
内
外

で
樹
皮
は
灰
褐
色
で
枝
は
暗
褐
色

で
す
。
赤
い
実
が
美
し
い
の
で
、
よ

く
庭
木
と
し
て
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
互
生
の
葉
は
細
か
い
鋸
歯
が
あ

り
、
卵
状
長
楕
円
形
で
先
端
が
と
が

り
ま
す
。
裏
面
の
主
脈
は
凸
状
に
突

き
出
て
い
ま
す
。
ま
た
ウ
メ
モ
ド
キ

は
葉
の
表
裏
両
面
の
葉
脈
に
白
い
毛

が
あ
り
ま
す
が
、
イ
ヌ
ウ
メ
モ
ド
キ

は
無
毛
で
す
。
い
ず
れ
も
よ
く
似
て

い
る
の
で
葉
で
見
分
け
ま
す
。

　
初
夏
の
頃
、
葉
腋
に
淡
紫
色
の
径

４
㍉
ほ
ど
の
５
弁
花
を
短
い
花
序
に

集
合
し
て
咲
か
せ
ま
す
。
と
く
に
雌

花
は
花
弁
の
中
心
に
ま
る
い
緑
色
の

子
房
（
中
に
胚
珠
を
入
れ
て
果
実
に

な
る
部
分
）
が
目
立
ち
ま
す
。
秋
に

な
る
と
赤
く
熟
し
た
径
５
㍉
ほ
ど
の

実
を
た
く
さ
ん
つ
け
、
青
空
に
映
え

て
と
て
も
美
し
い
で
す
。

　
和
名
の
由
来
は
葉
が
ウ
メ
に
似

て
い
る
の
で
犬
梅
擬
の
名
が
あ
り
ま

す
。
イ
ヌ
は
ウ
メ
モ
ド
キ
に
類
似
す

る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
植
物
名
で
イ
ヌ
と
呼
ば
れ
る
も

の
は
、
似
て
い
る
が
役
に
立
た
な
い

と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
ま
す
。

　
竹
田
で
は
、
く
じ
ゅ
う
山
系
の
山

麓
で
観
察
さ
れ
ま
す
が
、
個
体
は
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
本
種
は
西
日
本
に

分
布
す
る
日
本
固
有
種
で
す
。
花
期

は
６
月
で
す
。

幸せ運ぶコウノトリ
　国の特別天然記念物のコウノトリ７羽が竹

田市長湯に飛来し、11月７日、芹川やクア

パーク長湯近くの田んぼで目撃されました。

　50年ほど前に絶滅した国内の野生のコウノ

トリ。人工繁殖により2005年に放鳥されて以

来、生息数が増え続けています。

　コウノトリは冬が近づくと南下し越冬する

とされていますが、コウノトリの野生復帰を

実践する研究機関「兵庫県立コウノトリの郷

公園」によると、竹田市への飛来は今回が初

めてで、コウノトリにつけられた足環から、

舞い降りていた７羽のうち３羽が島根県雲南

市、３羽が鳥取市の人工巣で巣立った個体と

いうことが判明しました。

　また、日本野鳥の会の後藤聡さんによる

と、雲南市の３羽が雲南市立西小学校の巣か

ら巣立った「れいな（♀）」「いぶき（♂）」「あ

おば（♀）」とわかったということです。

　コウノトリの姿は１日で見えなくなりました

が、幸せを運ぶコウノトリがきっと本市にも

幸運をもたらしてくれることでしょう。

※雲南市立西小学校のホームページ（http://shimane-
school.net/unnan/nishi-sho/）にはコウノトリを通じた環
境保護活動に取り組む児童の様子が掲載されています。
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